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NGOかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
かいぎ

（第
だい

５期
き

）最終
さいしゅう

報告
ほうこく

について 
 
今年
ことし

は５月
がつ

に第
だい

４回
かい

アフリカ開発
かいはつ

会議
かいぎ

（TICADⅣ）が横浜市
よこはまし

で、７月
がつ

にG8サミットが洞爺湖町
とうやこちょう

で

開催
かいさい

されました。これらの会議
かいぎ

は神奈川
か な が わ

県内
けんない

においても多
おお

くの県民
けんみん

が国際社会
こくさいしゃかい

におけるさまざまな

課題
かだい

を知
し

り、その解決
かいけつ

のために自分
じぶん

にできることは何
なに

かを考
かんが

える機会
きかい

を提
てい

供
きょう

しました。課題
かだい

のなか

でアフリカをはじめとする世界各地
せかいかくち

の深刻
しんこく

な貧困
ひんこん

・開発
かいはつ

問題
もんだい

、食糧危機
しょくりょうきき

などに焦点
しょうてん

があてられたこと

は、私
わたし

たちNGOにとって、それぞれが取
と

り組
く

む活動
かつどう

の重要性
じゅうようせい

を再認識
さいにんしき

する機会
きかい

となりました。今
いま

私
わたし

たちNGOは、課題解決
かだいかいけつ

を願
ねが

う県民
けんみん

の思
おも

いや行動
こうどう

を活
い

かすために、長年
ながねん

の活動
かつどう

で得
え

た知見
ちけん

や世界
せかい

の人
ひと

び

ととのネットワークを役立
やくだ

てたいと考
かんが

えます。第
だい

５期
き

NGOかながわ国際協力会議
こくさいきょうりょくかいぎ

の提言
ていげん

にもこの

決意
けつい

を反映
はんえい

させました。 

 

第
だい

５期
き

NGOかながわ国際協力会議
こくさいきょうりょくかいぎ

は２００６年
ねん

１１月
がつ

から２年間
ねんかん

にわたって１２回
かい

の会議
かいぎ

と２

回
かい

の予備会議
よ び か い ぎ

を開催
かいさい

して提言
ていげん

をまとめました。開始
かいし

と同時
どうじ

に時間
じかん

をかけたのは、１～４期
き

に至
いた

るこれ

までのすべての提言
ていげん

（３５提言
ていげん

）の施策化状況
しさくかじょうきょう

についての点検
てんけん

、評価
ひょうか

でした。何
なに

がどう施策化
し さ く か

された

のか、されなかった場合
ばあい

はその理由
りゆう

は何
なに

か、検証
けんしょう

に際
さい

しては、提言
ていげん

の背景
はいけい

となる国際
こくさい

・国内
こくない

状 況
じょうきょう

、

法
ほう

整備
せいび

、県
けん

の国際施策推進指針
こくさいしさくすいしんししん

及
およ

び財政
ざいせい

事情
じじょう

、人々
ひとびと

の意識
いしき

などがこの１０年間
ねんかん

にどう変化
へんか

したかにつ

いて確認
かくにん

をしました。そのうえでこれまでの提言
ていげん

の補完
ほかん

、修正
しゅうせい

を行うとともに、新
あら

たな提言
ていげん

を打
う

ち出
だ

しました。さらには外国籍県民
がいこくせきけんみん

かながわ会議
かいぎ

との合同
ごうどう

会議
かいぎ

や、オープン会議
かいぎ

で県民
けんみん

の方々
かたがた

からいただ

いたご意見
いけん

を反映
はんえい

させ、実現
じつげん

可能性
かのうせい

を重視
じゅうし

した提言
ていげん

としました。 

また、県民
けんみん

が国際社会
こくさいしゃかい

の一員
いちいん

としての責任
せきにん

を果
は

たすためにも、県
けん

と協働
きょうどう

して途上
とじょう

国
こく

の貧困
ひんこん

撲滅
ぼくめつ

、

社会
しゃかい

開発
かいはつ

に取
と

り組
く

もうとの意欲
いよく

を示
しめ

す提言
ていげん

も加
くわ

えました。 

 

県知事
け ん ち じ

におかれましてはこのたび提出
ていしゅつ

の運
はこ

びとなりました私
わたし

どもの提言
ていげん

に対
たい

しまして、ご関心
かんしん

、

ご理解
りかい

をお寄
よ

せいただき、施策化
し さ く か

に向
む

けご尽力
じんりょく

賜
たまわ

りますよう心
こころ

からお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
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Ⅰ 知事
ち じ

への提言
ていげん

 

 

１ 基本的
きほんてき

視点
してん

 

 

 第
だい

５期
き

のＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
かいぎ

では、第
だい

１期
き

から第
だい

４期
き

までの提言
ていげん

を改
あらた

めて見直
みなお

し、過去
か こ

の提言
ていげん

が効力
こうりょく

を失
うしな

ったわけではなく、その実現
じつげん

に向
む

けて県
けん

が引
ひ

き続
つづ

き努力
どりょく

していくべきことを確認
かくにん

した上
うえ

で、これまでの提言
ていげん

ではあまり触
ふ

れられていなかったことや、実現
じつげん

に向
む

けて特
とく

に強
つよ

く努力
どりょく

すべ

きことに絞
しぼ

って議論
ぎろん

を進
すす

めてきました。 
 その結果

けっか

、次
つぎ

のようなことがらが、特
とく

に重要
じゅうよう

であるという結論
けつろん

に至
いた

りました。 
 
（１）「多文化

た ぶ ん か

共生
きょうせい

」社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた「学
まな

び」のあり方
かた

（提言
ていげん

１～８） 
 
 経済
けいざい

のグローバル化
か

、地域
ちいき

の国際化
こくさいか

（多文化化
た ぶ ん か か

）が急速
きゅうそく

に進
すす

んでいる現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

の中
なか

で、子
こ

ども

たちに対
たい

する国際理解教育
こくさいりかいきょういく

の充実
じゅうじつ

が非常
ひじよう

に重要
じゅうよう

であることは、言
い

うまでもありません。しかし、学校
がっこう

で行
おこな

われている国際理解教育
こくさいりかいきょういく

は、多
おお

くの場合
ばあい

、外国人
がいこくじん

ゲスト講師等
こうしとう

による各国
かっこく

の文化
ぶんか

紹介
しょうかい

に留
とど

まり、

グローバルな視野
し や

を持
も

って「ともに生
い

きる」社会
しゃかい

のあり方
かた

を考
かんが

えたり、そのために必要
ひつよう

な態度
たいど

や能力
のうりょく

を身
み

につけさせることには、あまりつながっていないように思
おも

われます。学校現場
がっこうげんば

でのいじめをなくし、

差別
さべつ

や偏見
へんけん

のない社会
しゃかい

を築
きず

いていくためには、「外国
がいこく

の文化
ぶんか

に親
した

しむ」だけの国際理解教育
こくさいりかいきょういく

では、十分
じゅうぶん

とは言
い

えません。 
 ところが、現場

げんば

をあずかる教師
きょうし

も、国際理解教育
こくさいりかいきょういく

の理念
りねん

や具体的
ぐたいてき

な方法論
ほうほうろん

に関
かん

する研修
けんしゅう

がほとんど

行
おこな

われていないために、十分
じゅうぶん

な内容
ないよう

をともなった国際理解教育
こくさいりかいきょういく

の授業
じゅぎょう

ができずにいます。また、そ

うした教師
きょうし

を支
ささ

える助言者
じょげんしゃ

や、講師紹介等
こうししょうかいとう

のシステムもほとんどありません。 
 新
あら

たな国際理解教育
こくさいりかいきょういく

の実現
じつげん

に向
む

けて、教員
きょういん

の研修
けんしゅう

やシステムの整備
せいび

が求
もと

められています。 
 また、同時

どうじ

に、外国
がいこく

につながりを持
も

つ子
こ

どもたちが、それぞれの文化
ぶんか

やことばを学
まな

び、アイデンティ

ティを確立
かくりつ

していくための支援
しえん

、さらには、外国籍
がいこくせき

の人々
ひとびと

が日本語
に ほ ん ご

を習得
しゅうとく

するための環境整備
かんきょうせいび

も重要
じゅうよう

な課題
かだい

です。 
 私
わたし

たちは、グローバル化
か

と地域
ちいき

の国際化
こくさいか

（多文化化
た ぶ ん か か

）の時代
じだい

にふさわしい「学
まな

び」の環境
かんきょう

を整
ととの

え

ていくことを提言
ていげん

します。 
 
（２）県内

けんない

のリソースを生
い

かした国際協力
こくさいきょうりょく

の可能性
かのうせい

を探
さぐ

る（提言
ていげん

９） 
 
 途上
とじょう

国
こく

の貧困
ひんこん

・平和
へいわ

・環境
かんきょう

などの地球的
ちきゅうてき

課題
かだい

が、私
わたし

たち県民
けんみん

の生活
せいかつ

とも無関係
むかんけい

ではないことは、

すでに広
ひろ

く認識
にんしき

されるようになってきました。 
 しかし、神奈川

か な が わ

が世界
せかい

に向
む

けて十分
じゅうぶん

な貢献
こうけん

ができているかというと、必
かなら

ずしもそうした実感
じっかん

を持
も

つ

ことはできません。その理由
りゆう

のひとつは、国際協力
こくさいきょうりょく

に携
たずさ

わるさまざまなセクターが、個々
こ こ

バラバラ

に動
うご

き、資金
しきん

や人的
じんてき

な課題
かだい

を抱
かか

えていることもあって、十分
じゅうぶん

な成果
せいか

をあげるだけの活動
かつどう

ができていな

いことにあります。 
 そこで、私

わたし

たちは、神奈川
か な が わ

の県民
けんみん

、自治体
じ ち た い

、ＮＧＯ、企業
きぎょう

等
とう

が力
ちから

を合
あ

わせ、国際協力
こくさいきょうりょく

の新
あたら

しい

モデルを創
つく

るための取組
とりく

みを開始
かいし

することを提言
ていげん

します。 



 4

 

（３）より良
よ

い協働事業
きょうどうじぎょう

の実現
じつげん

に向
む

けて（提言
ていげん

10～12） 

 

 神奈川県
かながわけん

が最近
さいきん

、ＮＧＯ等
とう

との「協働
きょうどう

」に力
ちから

を入
い

れていることは、地域
ちいき

の可能性
かのうせい

を引
ひ

き出
だ

す方策
ほうさく

と

して、大
おお

いに期待
きたい

していますが、あえて率直
そっちょく

に言
い

わせていただくなら、頻繁
ひんぱん

な人事異動
じんじいどう

によって作業
さぎょう

がスムーズに進
すす

まないなど、私
わたし

たちＮＧＯは、協働
きょうどう

のパートナーとしての行政
ぎょうせい

に、がっかりさせら

れる経験
けいけん

もしてきました。 

 神奈川県
かながわけん

がＮＧＯ等
とう

と進
すす

める「協働事業
きょうどうじぎょう

」の可能性
かのうせい

を最大限
さいだいげん

に引
ひ

き出
だ

すためには、行政
ぎょうせい

の組織体制
そしきたいせい

の見直
みなお

しが必要
ひつよう

であるとの認識
にんしき

に立
た

ち、県
けん

職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

や、異動
いどう

頻度
ひんど

の見直
みなお

し、外国籍県民
がいこくせきけんみん

の

採用等
さいようとう

に力
ちから

を入
い

れていくことを提言
ていげん

します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ＮＧＯ」の定義

ていぎ

について ～ＮＧＯかながわ国際協力会議
こくさいきょうりょくかいぎ

の協議
きょうぎ

の前提
ぜんてい

として～ 
 
ＮＧＯとは、英語

えいご

のNon-Governmental Organizationの略
りゃく

で、もともとは国連
こくれん

が政府
せいふ

以外
いがい

の

民間
みんかん

団体
だんたい

との関係
かんけい

において使用
しよう

していたことばですが、現在
げんざい

では一般
いっぱん

に広
ひろ

く使用
しよう

されていま

す。 
私
わたし

たちは、協議
きょうぎ

の前提
ぜんてい

となるＮＧＯについて、この会議
かいぎ

の設置
せっち

趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえ、国際
こくさい

交流
こうりゅう

、

国 際 協 力
こくさいきょうりょく

、地域
ち い き

の国
こく

際化
さいか

、平和
へいわ

などの分野
ぶんや

で活動
かつどう

する団体
だんたい

と考え
かんが 

ました。 
また、地球的

ちきゅうてき

な規模
き ぼ

で活動
かつどう

する団体
だんたい

だけではなく、ボランタリー活動
かつどう

を行う
おこな  

特定
とくてい

非営利
ひえい り

活動
かつどう

法人
ほうじん

(ＮＰＯ法人
ほうじん

)及び
およ  

、法人
ほうじん

格
かく

を持
も

たない市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

やボランティアグループのように

地域
ち い き

で活動
かつどう

する団体
だんたい

も含
ふく

めて考え
かんが 

ることにしました。 
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２ 提言
ていげん

項目
こうもく

一覧
いちらん

 

 

（１）神奈川力
かながわりょく

を高
たか

める学
まな

びの場
ば

づくり 

   ① 地球市民
ちきゅうしみん

としての学
まな

びの場
ば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   ② 外国
がいこく

につながる子
こ

どもたちの学
まな

びの場
ば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言
ていげん

１ 教員
きょういん

の初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

への「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

」の導入
どうにゅう

について 

公立
こうりつ

小
しょう

・中
ちゅう

・高等
こうとう

学校
がっこう

教員
きょういん

の初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

に国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

の項目
こうもく

を設
もう

け、概要
がいよう

講義
こうぎ

、

ワークショップ体験
たいけん

、教材作
きょうざいづく

り体験
たいけん

などを盛
も

り込
こ

む。 

提言
ていげん

２ 国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

推進員
すいしんいん

（コーディネーター）の配置
はいち

について 
県
けん

及
およ

び各市町村
かくしちょうそん

の教育
きょういく

研修
けんしゅう

センターに国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

推進員
すいしんいん

（コーディネーター）

を置
お

き、「教育
きょういく

プログラム作
づく

りの相談
そうだん

」、「外部
がいぶ

講師
こうし

派遣
はけん

の相談
そうだん

」、「関連
かんれん

分野
ぶんや

の情報
じょうほう

の

整理
せいり

」、「教員研修
きょういんけんしゅう

プログラム作成
さくせい

への参加
さんか

と実施
じっし

」等
とう

の業務
ぎょうむ

を専門
せんもん

に担当
たんとう

させる。 

提言
ていげん

３ 教員
きょういん

の派遣
はけん

事業
じぎょう

におけるスタディツアー等
とう

への参加
さんか

について 
教員
きょういん

の派遣
はけん

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

において、国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

の推進
すいしん

に資
し

する内容
ないよう

であれば、ＮＧＯ

のスタディツアーやワークキャンプに参加
さんか

し、開発途上地域
かいはつとじょうちいき

や国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の現状
げんじょう

、

先進的
せんしんてき

な教育事例
きょういくじれい

に学
まな

ぶことを奨励
しょうれい

する。 

提言
ていげん

４ 外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

たちの自
みずか

らの文化
ぶんか

と言葉
ことば

の継承
けいしょう

への支援
しえん

について 
    県

けん

は、外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

、外国
がいこく

につながる子
こ

どもたちが自
みずか

らの文化
ぶんか

を愛
あい

し、それぞれ

の文化
ぶんか

を尊重
そんちょう

し合
あ

える環境
かんきょう

を 整
ととの

える意味
い み

でも、言葉
ことば

と文化
ぶんか

を学
まな

ぶ活動
かつどう

を積極的
せっきょくてき

に

支援
しえん

するよう地域
ちいき

の国際
こくさい

交流
こうりゅう

団体
だんたい

、活動支援団体
かつどうしえんだんたい

に要請
ようせい

する。 
    県

けん

は、県市町村教育委員会
けんしちょうそんきょういくいいんかい

などと協 力
きょうりょく

し、将来的
しょうらいてき

には大阪市
おおさかし

などで実施
じっし

されている

ような民族
みんぞく

学級
がっきゅう

を設置
せっち

し、公教育
こうきょういく

の場
ば

での母文化
ぼ ぶ ん か

、母語
ぼ ご

・母国語
ぼ こ く ご

・継承語
けいしょうご

学習
がくしゅう

を制度化
せ い ど か

し、実施
じっし

する。 

提言
ていげん

５ 外国人
がいこくじん

学校
がっこう

に係
かか

わる制度
せいど

の改善
かいぜん

について 

県
けん

は、文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

が「告示
こくじ

」を改正
かいせい

して、朝鮮
ちょうせん

学校
がっこう

・中華
ちゅうか

学校
がっこう

・韓国
かんこく

学園
がくえん

などの外国人
がいこくじん

学校
がっこう

を「特定
とくてい

公
こう

益
えき

増進
ぞうしん

法人
ほうじん

」の対象
たいしょう

として寄付金
き ふ き ん

の免税措置
めんぜいそち

が受
う

けられるようにし、ま

た、校舎
こうしゃ

の建設費用
けんせつひよう

などへの寄付
き ふ

に適用
てきよう

される「指定
してい

寄付
き ふ

金
きん

」としての免税措置
めんぜいそち

も受
う

けら

れるよう、その実現
じつげん

を目指
め ざ

して国
くに

に対
たい

して要請
ようせい

を行
おこな

う。 

提言
ていげん

６ 外国人
がいこくじん

学校
がっこう

の各種
かくしゅ

学校
がっこう

としての認可
にんか

について 

県
けん

は、新
あら

たに設置
せっち

された無認可
む に ん か

の外国人
がいこくじん

学校
がっこう

の実情
じつじょう

を正確
せいかく

に把握
はあく

し、現状
げんじょう

に沿
そ

った

形
かたち

で各種学校
かくしゅがっこう

認可
にんか

基準
きじゅん

を緩和
かんわ

する。 
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   ③ 社会
しゃかい

参加
さんか

のための日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぶ場
ば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新
あたら

しい協働
きょうどう

のモデルづくり 

   ① 自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

のための協働
きょうどう

のモデル 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

   ② より良
よ

い協働
きょうどう

のための体制
たいせい

づくり 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

提言
ていげん

10 県
けん

職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

について 
県
けん

職員
しょくいん

が、地域
ちいき

の国際化
こくさいか

の現状
げんじょう

と、県
けん

がこれまで行
おこな

ってきた国際
こくさい

施策
しさく

の歴史
れきし

と意義
い ぎ

を正
ただ

しく理解
りかい

し、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

やＮＧＯ等
とう

と協 力
きょうりょく

・連携
れんけい

しながら事業
じぎょう

を進
すす

めていくため

の共通
きょうつう

認識
にんしき

を持
も

つことができるよう、研修
けんしゅう

の内容
ないよう

を充実
じゅうじつ

させる。 

提言
ていげん

11 県
けん

職員
しょくいん

の異動
いどう

期間
きかん

の見直
みなお

しについて 
県
けん

職員
しょくいん

の異動
いどう

の期間
きかん

（原則
げんそく

として３～４年
ねん

）を見直
みなお

し、特
とく

にＮＧＯ、民族
みんぞく

団体
だんたい

、市民
しみん

団体
だんたい

等
とう

と協働
きょうどう

で取
と

り組
く

む事業
じぎょう

を担当
たんとう

する職員
しょくいん

については、６～８年
ねん

の間
あいだ

、責任
せきにん

を持
も

っ

て仕事
しごと

に取
と

り組
く

めるようにする。 

提言
ていげん

９ 住民
じゅうみん

主体
しゅたい

の自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

検討
けんとう

会議
かいぎ

の設置
せっち

について 

地域
ちいき

住民
じゅうみん

主体
しゅたい

の新
あたら

しい形
かたち

の自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の実施
じっし

を検討
けんとう

する会議
かいぎ

を設置
せっち

する。

県民
けんみん

、ＮＧＯ、諸団体
しょだんたい

（企業
きぎょう

、労働
ろうどう

組合
くみあい

、大学
だいがく

・研究
けんきゅう

機関
きかん

、協同
きょうどう

組合
くみあい

など）及
およ

び県
けん

が、

それぞれが持
も

つ人材
じんざい

、経験
けいけん

、知識
ちしき

、技術
ぎじゅつ

、資金
しきん

、ネットワークなどを生
い

かして、途上
とじょう

国
こく

で

住民
じゅうみん

組織
そしき

、ＮＧＯ、自治体
じ ち た い

が協働
きょうどう

して取
と

り組
く

む社会
しゃかい

開発
かいはつ

・貧困
ひんこん

撲滅
ぼくめつ

のための持続
じぞく

可能
かのう

な

地域
ちいき

開発
かいはつ

を支援
しえん

することを検討
けんとう

する。この住民
じゅうみん

主体
しゅたい

自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

は県
けん

が長年
ながねん

にわ

たり進
すす

めてきた国際
こくさい

交流
こうりゅう

・国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の新
あら

たな展開
てんかい

として、全国
ぜんこく

の先駆的
せんくてき

モデル、パイ

ロット事業
じぎょう

となるものである。 

提言
ていげん

12 外
がい

国籍
こくせき

職員
しょくいん

の積極的
せっきょくてき

な任用
にんよう

について 
 県
けん

は、多様
たよう

な国籍
こくせき

、文化
ぶんか

を持
も

つ人々
ひとびと

の力
ちから

を活
い

かし、真
しん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を築
きず

くため、

外
がい

国籍
こくせき

の人々
ひとびと

を県
けん

職員
しょくいん

及
およ

び県
けん

立
りつ

学校
がっこう

教諭
きょうゆ

として積極的
せっきょくてき

に任用
にんよう

する。 

提言
ていげん

７ 日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

を行
おこな

う場所
ばしょ

の提供
ていきょう

について 

県
けん

は、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

の日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

が、計画的
けいかくてき

、継続的
けいぞくてき

でより学習
がくしゅう

成果
せいか

を上
あ

げられるよ

う、学習
がくしゅう

の場
ば

となる公共
こうきょう

施設
しせつ

の場所
ばしょ

を優先的
ゆうせんてき

に提供
ていきょう

する。 

提言
ていげん

８ 日本語
に ほ ん ご

指導者
しどうしゃ

への研修
けんしゅう

について 

県
けん

は、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

が学習
がくしゅう

効果
こうか

の高
たか

い日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

を可能
かのう

とするため、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

ボラ

ンティアに対
たい

する研修
けんしゅう

を行
おこな

う。 
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３ 提言
ていげん

 

 

（１）神奈川力
かながわりょく

を高
たか

める学
まな

びの場
ば

づくり 

   ① 地球
ちきゅう

市民
しみん

としての学
まな

びの場
ば

 

 

＜提言
ていげん

の趣旨
しゅし

＞ 

国際
こくさい

社会
しゃかい

の様々
さまざま

な状 況
じょうきょう

や出来事
で き ご と

が、私
わたし

たちの日常
にちじょう

生活
せいかつ

に関
かか

わると同時
どうじ

に、私
わたし

たちの日常
にちじょう

生活
せいかつ

のありようが国際
こくさい

社会
しゃかい

にも影響
えいきょう

を及
およ

ぼす現代
げんだい

では、地球
ちきゅう

市民
しみん

、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

、国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の視点
してん

に立
た

つ教育
きょういく

を、小学校
しょうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

、高等
こうとう

学校
がっこう

教育
きょういく

において充実
じゅうじつ

させていく必要
ひつよう

がある。「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

」の内容
ないよう

を見直
みなお

し、担
にな

い手
て

教員
きょういん

を育
そだ

て、実践
じっせん

しやすい環境作
かんきょうづく

りを行
おこな

うことが不可欠
ふ か け つ

であり、

以下
い か

のような提言
ていげん

をしたい。 

提言
ていげん

１ 教員
きょういん

の初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

への「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

」の導入
どうにゅう

について 

提言
ていげん

２ 国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

推進員
すいしんいん

（コーディネーター）の配置
はいち

について 

提言
ていげん

３ 教員
きょういん

の派遣
はけん

事業
じぎょう

におけるスタディツアー等
とう

への参加
さんか

について 

 

 ＜提言
ていげん

１～３共通
きょうつう

の理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 現代
げんだい

の国際
こくさい

社会
しゃかい

は貧困
ひんこん

、格差
かくさ

、開発
かいはつ

、環境
かんきょう

、人権
じんけん

、平和
へいわ

に関
かん

する様々
さまざま

な問題
もんだい

を抱
かか

え、それら

は互
たが

いに深
ふか

く関連
かんれん

していて解決
かいけつ

は容易
ようい

ではない。このような国際
こくさい

社会
しゃかい

の問題
もんだい

に日本
にほん

に住
す

む私
わたし

た

ちが積極的
せっきょくてき

に関
かか

わろうとすることが期待
きたい

されている。発展
はってん

途上
とじょう

地域
ちいき

をも含
ふく

めて地球
ちきゅう

をまるごと

見渡
みわた

すような視点
してん

に立
た

って解決
かいけつ

を図
はか

ろうとする意欲
いよく

、態度
たいど

、そのための知識
ちしき

、思考力
しこうりょく

、技術
ぎじゅつ

を身
み

につけていく必要
ひつよう

がある。単
たん

に自国
じこく

や神奈川県
かながわけん

の経済
けいざい

環境
かんきょう

、生活
せいかつ

環境
かんきょう

に資
し

するという観点
かんてん

の

みから国際
こくさい

問題
もんだい

を検討
けんとう

するだけでは不十分
ふじゅうぶん

である。 

 

○ 県
けん

が 2025年
ねん

を展望
てんぼう

し策定
さくてい

した「神奈川力
かながわりょく

構想
こうそう

」の基本
きほん

構想
こうそう

において、基本
きほん

目標
もくひょう

（１）として「世界
せかい

に開
ひら

かれた活力
かつりょく

あふれる神奈川
か な が わ

」を挙
あ

げ、「世界
せかい

の『
「

知
ち

』
」

が集
つど

い、交流
こうりゅう

し、世界
せかい

に向
む

けて発信
はっしん

する地域
ちいき

」について言及
げんきゅう

している。神奈川
か な が わ

に本社
ほんしゃ

を持
も

つ法人
ほうじん

のうち 570社
しゃ

程度
ていど

がアジア地域
ちいき

に

海外
かいがい

現地
げんち

法人
ほうじん

を持
も

つとともに、インド以東
いとう

アジア地域
ちいき

主要
しゅよう

国
こく

との輸出入
ゆしゅつにゅう

額
がく

は米国
べいこく

やＥＵそれぞ

れとの取引
とりひき

の３倍
ばい

程度
ていど

となっているとの分析
ぶんせき

をし、様々
さまざま

な発展
はってん

途上
とじょう

地域
ちいき

と多様
たよう

な文化
ぶんか

を抱
かか

える

アジアとの太
ふと

い関係性
かんけいせい

を指摘
してき

している。この目標
もくひょう

を達成
たっせい

するためには、既
すで

に述
の

べたように地球
ちきゅう

市民
しみん

としての視点
してん

をもって思考
しこう

し、行動
こうどう

することが必要
ひつよう

である。 

 

○ 同時
どうじ

に、県内
けんない

では 16万
まん

7601人
にん

（2007年末
ねんまつ

）の外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

の登録
とうろく

があり、同基本
どうきほん

構想
こうそう

において

も、「多様
たよう

な文化
ぶんか

が共存
きょうぞん

することによる影響
えいきょう

」や、増加
ぞうか

するアジアからの留学生
りゅうがくせい

が「世界
せかい

と

神奈川
か な が わ

の地域
ちいき

社会
しゃかい

とをつなぐ架
か

け橋
はし

」となるなどと述
の

べている。同基本
どうきほん

構想
こうそう

の（３）として「と

もに支
ささ

えともに創
つく

る神奈川
か な が わ

」が挙
あ

げられ、「年齢
ねんれい

、性別
せいべつ

、国籍
こくせき

、障害
しょうがい

の有無
う む

などにかかわらず、

お互
たが

いが尊重
そんちょう

しあうことで、個性
こせい

と能力
のうりょく

が発揮
はっき

でき、多様
たよう

な文化
ぶんか

への理解
りかい

が進
すす

んだ地域
ちいき

社会
しゃかい

が

実現
じつげん

しています」との将来像
しょうらいぞう

を描
えが

いている。そのためには、多様
たよう

な文化
ぶんか

を自然
しぜん

に受
う

け入
い

れなが

ら外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

とつながることが大切
たいせつ

である。近年
きんねん

国際化
こくさいか

推進
すいしん

のためとして英語
えいご

コミュニケーシ

ョン能力
のうりょく

の向上
こうじょう

が叫
さけ

ばれているが、それは巨大
きょだい

な影 響 力
えいきょうりょく

を持
も

つ英語
えいご

文化
ぶんか

の視点
してん

で世界
せかい

を

理解
りかい

し、会話
かいわ

するための訓練
くんれん

である。英語力
えいごりょく

の向上
こうじょう

だけで他
た

の多様
たよう

な文化
ぶんか

との共存
きょうぞん

共生
きょうせい

が
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達成
たっせい

されるとは考
かんが

えにくい。英語
えいご

教育
きょういく

一辺倒
いっぺんとう

に陥
おちい

らないための、「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

」の目標
もくひょう

や

内容
ないよう

を持
も

っていたいものである。 

 

○ 県
けん

が策定
さくてい

した「かながわ国際
こくさい

施策
しさく

推進
すいしん

指針
ししん

」の改定版
かいていばん

でも、基本
きほん

目標
もくひょう

の施策
しさく

の方向
ほうこう

として

「多文化
た ぶ ん か

理解
りかい

の推進
すいしん

」、「地域
ちいき

からの国際
こくさい

交流
こうりゅう

・協 力
きょうりょく

の推進
すいしん

」、「国際
こくさい

社会
しゃかい

で活躍
かつやく

できる人材
じんざい

の

育成
いくせい

」、「非核
ひかく

・平和
へいわ

意識
いしき

の普及
ふきゅう

」、「県民
けんみん

の国際
こくさい

活動
かつどう

の支援
しえん

」、「県民
けんみん

の国際
こくさい

活動
かつどう

との協働
きょうどう

・連携
れんけい

の促進
そくしん

」などを打
う

ち出
だ

している。これらを達成
たっせい

するためのいわば土台作
どだいづく

りとして、３つの提言
ていげん

の

実現
じつげん

が待
ま

たれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 県立
けんりつ

高校
こうこう

の初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

を例
れい

として挙
あ

げる。2008年度
ねんど

においては校内
こうない

300時間
じかん

、校外
こうがい

25日
にち

という

大量
たいりょう

の時間
じかん

を割
さ

いて行
おこな

われている。その目的
もくてき

を「教員
きょういん

及
およ

び社会人
しゃかいじん

としての自覚
じかく

を高
たか

めるとと

もに、教 職
きょうしょく

経験
けいけん

に応
おう

じた本県
ほんけん

における研修
けんしゅう

体系
たいけい

により、学習
がくしゅう

指導
しどう

や学級
がっきゅう

経営
けいえい

に必要
ひつよう

な

基礎的
き そ て き

・基本的
きほんてき

な知識
ちしき

や技能
ぎのう

を習得
しゅうとく

し、組織
そしき

の一員
いちいん

としての意識
いしき

を高
たか

めること」としている。内容
ないよう

は学校
がっこう

事務
じ む

、教科
きょうか

教育
きょういく

、教育
きょういく

や社会
しゃかい

の課題
かだい

に関
かん

する研修
けんしゅう

から構成
こうせい

されているが、「神奈川力
かながわりょく

構想
こうそう

・基本
きほん

構想
こうそう

」に掲
かか

げられる「世界
せかい

に開
ひら

かれた活力
かつりょく

あふれる神奈川
か な が わ

」や「ともに支
ささ

えともに

創
つく

る神奈川
か な が わ

」という目標
もくひょう

につながる研修
けんしゅう

内容
ないよう

は、「人権
じんけん

教育
きょういく

」の１コマ、わずか半日
はんにち

だけで

ある。21世紀
せいき

の「神奈川力
かながわりょく

」を支
ささ

えていく教育
きょういく

に関
かか

わる人材
じんざい

を育成
いくせい

する研修
けんしゅう

としてははなは

だ不十分
ふじゅうぶん

と言
い

わざるを得
え

ない。 

 

○ 「世界
せかい

に開
ひら

かれた活力
かつりょく

あふれる神奈川
か な が わ

」や「ともに支
ささ

えともに創
つく

る神奈川
か な が わ

」を実現
じつげん

するために

は、地球
ちきゅう

市民
しみん

、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

、国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の視点
してん

を持
も

てる教員
きょういん

を、学校
がっこう

教育
きょういく

現場
げんば

に広
ひろ

く配置
はいち

す

ることである。少数
しょうすう

の専門
せんもん

教員
きょういん

の育成
いくせい

や、特別
とくべつ

なイベントの実施
じっし

ではなく、学校
がっこう

教育
きょういく

内容
ないよう

に

そのような視点
してん

が常
つね

に存在
そんざい

することが大切
たいせつ

である。今後
こんご

神奈川
か な が わ

の教育
きょういく

を担
にな

っていく新採用
しんさいよう

教員
きょういん

全員
ぜんいん

に研修
けんしゅう

を課
か

す必要
ひつよう

がある。 

 

○ ここで言
い

う「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

」とは、ただ単
たん

に海外
かいがい

のお国
くに

柄
がら

や文化
ぶんか

について紹介
しょうかい

したり、英語
えいご

の  

コミュニケーション能力
のうりょく

を育成
いくせい

するだけのものではなく、次
つぎ

のような態度
たいど

を育成
いくせい

する教育
きょういく

内容
ないよう

である。 

・ 地域
ちいき

や地球
ちきゅう

社会
しゃかい

の豊
ゆた

かな多様性
たようせい

や相互
そうご

の関係性
かんけいせい

に気
き

づき、受容
じゅよう

する。 

・ 地域
ちいき

や地球
ちきゅう

社会
しゃかい

の多文化性
たぶんかせい

や国際性
こくさいせい

に起因
きいん

する様々
さまざま

な現状
げんじょう

や問題
もんだい

に関心
かんしん

を持
も

つ。 

・ 同
おな

じ地球
ちきゅう

社会
しゃかい

にともに生
い

きていくという姿勢
しせい

で、自
みずか

らの生活
せいかつ

との関連性
かんれんせい

を意識
いしき

しながら、 

現状
げんじょう

の改善
かいぜん

や問題
もんだい

の解決
かいけつ

を目指
め ざ

そうとする。 

提言
ていげん

１ 教員
きょういん

の初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

への「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

」の導入
どうにゅう

について 

公立
こうりつ

小
しょう

・中
ちゅう

・高等
こうとう

学校
がっこう

教員
きょういん

の初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

に国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

の項目
こうもく

を設
もう

け、概要
がいよう

講義
こうぎ

、

ワークショップ体験
たいけん

、教材作
きょうざいづく

り体験
たいけん

などを盛
も

り込
こ

む。 
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○ 公立
こうりつ

学校
がっこう

教員
きょういん

の初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

に国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

の項目
こうもく

を設
もう

け、１～２日
にち

程度
ていど

の研修
けんしゅう

を組
く

み込
こ

む 

［内容
ないよう

］ 

１．「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

はなぜ必要
ひつよう

か」「国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

の考
かんが

え方
かた

」「学校
がっこう

教育
きょういく

への取
と

り込
こ

み方
かた

」

２．実践
じっせん

事例
じれい

紹介
しょうかい

 

３．ＮＧＯ、地域
ちいき

国際化
こくさいか

協会
きょうかい

、独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

機構
きこう

（JICA）など外部
がいぶ

団体
だんたい

との連携
れんけい

の取
と

り方
かた

（講師
こうし

派遣
はけん

、資料
しりょう

提供
ていきょう

、相談
そうだん

、訪問
ほうもん

学習
がくしゅう

など） 

４．国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

ワークショップ（参加型
さんかがた

講習会
こうしゅうかい

）の体験
たいけん

 

   ５．教材作
きょうざいづく

り体験
たいけん

 

 

 ○研修
けんしゅう

は以下
い か

のような段階
だんかい

別
べつ

のねらいに即
そく

して行
おこな

われる 

  １．小学校
しょうがっこう

 

・ 自分
じぶん

を大切
たいせつ

にすると同時
どうじ

に、相手
あいて

や異
こと

なる意見
いけん

を理解
りかい

できること 

・ お互
たが

いに助
たす

け合
あ

うことの価値
か ち

を知
し

り、そのためのコミュニケーションができること 

・ 身
み

の回
まわ

りから次第
しだい

に世界
せかい

に広
ひろ

げて、自文化
じ ぶ ん か

、他
た

文化
ぶんか

を認識
にんしき

できること 

  ２．中学校
ちゅうがっこう

 

・ 世界
せかい

の様々
さまざま

な国
くに

、環境
かんきょう

や生活
せいかつ

、文化
ぶんか

を意識
いしき

できること 

・ 世界
せかい

に起
お

きている様々
さまざま

な現実
げんじつ

の問題
もんだい

に気
き

づき、原因
げんいん

究明
きゅうめい

や解決
かいけつ

への取組
とりく

みに関心
かんしん

を持
も

つ

こと 

・ 全地球的
ぜんちきゅうてき

な視野
し や

、多文化的
たぶんかてき

な価値観
か ち か ん

に立
た

ってコミュニケーションが取
と

れること   

３．高等
こうとう

学校
がっこう

 

・ 全地球的
ぜんちきゅうてき

な視野
し や

、多文化的
たぶんかてき

な価値観
か ち か ん

に立って、開発
かいはつ

、環境
かんきょう

、人権
じんけん

、平和
へいわ

について考
かんが

え

られること 

・ 地球
ちきゅう

規模
き ぼ

の様々
さまざま

な問題
もんだい

の関連性
かんれんせい

、自
みずか

らの日常
にちじょう

生活
せいかつ

との関係性
かんけいせい

に気
き

づくこと 

・ 社会
しゃかい

や世界
せかい

との関係
かんけい

を当事者
とうじしゃ

として受
う

け止
と

め、問題
もんだい

解決
かいけつ

のための行動
こうどう

を考
かんが

え実行
じっこう

しよう

とすること 

 

 

 

実施
じ っ し

イメージ 
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＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 義務
ぎ む

教育
きょういく

における総合
そうごう

学習
がくしゅう

の登場
とうじょう

や、高校
こうこう

教育
きょういく

における多彩
たさい

な科目
かもく

設定
せってい

が可能
かのう

になったこ

となどから、国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

への関心
かんしん

やニーズが高
たか

まっているが、現場
げんば

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

できる

相応
そうおう

の知識
ちしき

や経験
けいけん

を持
も

った教員
きょういん

や指導員
しどういん

はほとんどいないか、他
た

の業務
ぎょうむ

に忙殺
ぼうさつ

されているのが

現状
げんじょう

である。 

 

○ 例
たと

えば国際
こくさい

協 力
きょうりょく

を授業
じゅぎょう

で扱
あつか

いたいという場合
ばあい

に、具体的
ぐたいてき

事例
じれい

や映像
えいぞう

、体験談
たいけんだん

、疑似
ぎ じ

体験
たいけん

な

どを用意
ようい

できればよいが、一般
いっぱん

の教員
きょういん

にはなかなか難
むずか

しいのが実情
じつじょう

である。ＮＧＯや様々
さまざま

な

専門
せんもん

機関
きかん

の助
たす

けを借
か

りたいと思
おも

っても、どこに連絡
れんらく

したらよいかもよくわからず、非常
ひじょう

に苦労
くろう

す

るところである。国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

に関
かん

する教材
きょうざい

や指導
しどう

技術
ぎじゅつ

も一般
いっぱん

にはあまり知
し

られていない。

このような場合
ばあい

に、学校
がっこう

とＮＧＯとを結
むす

びつけたり、カリキュラム作
づく

りや教材
きょうざい

選
えら

びのヒントを

提供
ていきょう

できる相談員的
そうだんいんてき

な人材
じんざい

が県
けん

や市町村
しちょうそん

の教育
きょういく

研修
けんしゅう

センターにいれば非常
ひじょう

に有効
ゆうこう

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ○国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

推進員
すいしんいん

（コーディネーター）を、県
けん

と各市町村
かくしちょうそん

の教育
きょういく

研修
けんしゅう

センターに置
お

き（配置
はいち

または委託
いたく

）、次
つぎ

の業務
ぎょうむ

を専門
せんもん

に担当
たんとう

させる。 

・ 年間
ねんかん

のプログラム作
づく

りや授業作
じゅぎょうづく

りについての相談
そうだん

 

・ 学校
がっこう

への講師
こうし

派遣
はけん

の相談
そうだん

、海外
かいがい

協 力
きょうりょく

団体
だんたい

、外国人
がいこくじん

支援
しえん

団体
だんたい

などと学校
がっこう

との橋渡
はしわた

し 

・ 国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

に関
かん

する資料
しりょう

、情報
じょうほう

、教材
きょうざい

、書籍
しょせき

の収 集
しゅうしゅう

、整理
せいり

、使
つか

い方
かた

の相談
そうだん

 

・ 教員
きょういん

のための研修
けんしゅう

プログラムの作成
さくせい

、実施
じっし

 

・ 県
けん

や市町村
しちょうそん

の国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

に関
かん

する施策作
しさくづく

りへの参画
さんかく

 

 

 ○推進員
すいしんいん

は、例
たと

えば、国際
こくさい

協 力
きょうりょく

や外国人
がいこくじん

支援
しえん

に関
かん

するＮＧＯ活動
かつどう

の経験者
けいけんしゃ

、国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

（多文化
た ぶ ん か

教育
きょういく

、グローバル教育
きょういく

、開発
かいはつ

教育
きょういく

なども含
ふく

む）に関
かん

するＮＧＯや国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

等
とう

での活動
かつどう

経験者
けいけんしゃ

、国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

に関
かん

する豊
ゆた

かな実践
じっせん

経験
けいけん

を持
も

つ教員
きょういん

などである。 

 

 

実施
じ っ し

イメージ 

提言
ていげん

２ 国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

推進員
すいしんいん

（コーディネーター）の配置
はいち

について 
県
けん

及
およ

び各市町村
かくしちょうそん

の教育
きょういく

研修
けんしゅう

センターに国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

推進員
すいしんいん

（コーディネーター）

を置
お

き、「教育
きょういく

プログラム作
づく

りの相談
そうだん

」、「外部
がいぶ

講師
こうし

派遣
はけん

の相談
そうだん

」、「関連
かんれん

分野
ぶんや

の情報
じょうほう

の

整理
せいり

」、「教員研修
きょういんけんしゅう

プログラム作成
さくせい

への参加
さんか

と実施
じっし

」等
とう

の業務
ぎょうむ

を専門
せんもん

に担当
たんとう

させる。 
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 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 国際
こくさい

・環境
かんきょう

教育
きょういく

の推進
すいしん

を担
にな

う事業
じぎょう

として国際
こくさい

・英語
えいご

担当
たんとう

教員
きょういん

海外
かいがい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

が平成
へいせい

18年
ねん

に設

けられているが、国際的
こくさいてき

視野
し や

、見識
けんしき

を有
ゆう

する教員
きょういん

を養成
ようせい

するためには、英語力
えいごりょく

だけでなく、発展
はってん

途上
とじょう

地域
ちいき

や多文化
た ぶ ん か

社会
しゃかい

の現状
げんじょう

を体感
たいかん

することが大切
たいせつ

である。海外
かいがい

研修
けんしゅう

等
とう

の派遣
はけん

研修
けんしゅう

の対象
たいしょう

として、ＮＧＯ等
とう

が実施
じっし

する、国際
こくさい

協 力
きょうりょく

や多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の現場
げんば

へのスタディツアーやワークキ

ャンプへの参加
さんか

を奨励
しょうれい

し、他
た

の教員
きょういん

への報告
ほうこく

の機会
きかい

を設
もう

けて情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

することで、より多
おお

くの教員
きょういん

の多文化
た ぶ ん か

理解
りかい

、国際
こくさい

理解
りかい

に役立
やくだ

つことが期待
きたい

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○教員
きょういん

の派遣
はけん

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

において、ＮＧＯ等
とう

の民間
みんかん

団体
だんたい

が実施
じっし

するスタディツアーやワークキャ

ンプへの参加
さんか

を研修
けんしゅう

の対象
たいしょう

とする。 

・ 県内
けんない

の教員
きょういん

が、多文化
た ぶ ん か

教育
きょういく

や国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

の推進
すいしん

に資
し

する内容
ないよう

と認
みと

められるものへの

参加
さんか

を自主
じしゅ

申請
しんせい

する研修
けんしゅう

事業枠
じぎょうわく

を設
もう

ける。 

・ 各学校
かくがっこう

が計画
けいかく

する国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

に関
かん

するプログラムや授業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

（将来的
しょうらいてき

に資
し

する

場合
ばあい

も含
ふく

める）として所属
しょぞく

長
ちょう

が必要性
ひつようせい

を認
みと

めることを条件
じょうけん

とする。 

・ 研修
けんしゅう

の経費
けいひ

は公費
こうひ

で負担
ふたん

する。 

 

 ○以下
い か

の内容
ないよう

に準
じゅん

ずるものを派遣
はけん

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

の対象
たいしょう

とする。 

  １．国際
こくさい

協 力
きょうりょく

現場
げんば

の視察
しさつ

、可能
かのう

であれば活動
かつどう

への参加
さんか

と関係者
かんけいしゃ

との交流
こうりゅう

 

  ２．開発
かいはつ

途上
とじょう

地域
ちいき

での生活
せいかつ

体験
たいけん

と住民
じゅうみん

との交流
こうりゅう

 

  ３．（国内外
こくないがい

の）多文化
た ぶ ん か

共生的
きょうせいてき

な実践
じっせん

のある地域
ちいき

の視察
しさつ

と関係者
かんけいしゃ

や住民
じゅうみん

との交流
こうりゅう

 

  ４．国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

、開発
かいはつ

教育
きょういく

、多文化
た ぶ ん か

教育
きょういく

の先進
せんしん

事例
じれい

の視察
しさつ

 

 

 

提言
ていげん

３ 教員
きょういん

の派遣
はけん

事業
じぎょう

におけるスタディツアー等
とう

への参加
さんか

について 
教員
きょういん

の派遣
はけん

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

において、国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

の推進
すいしん

に資
し

する内容
ないよう

であれば、ＮＧＯ

のスタディツアーやワークキャンプに参加
さんか

し、開発途上地域
かいはつとじょうちいき

や国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の現状
げんじょう

、

先進的
せんしんてき

な教育事例
きょういくじれい

に学
まな

ぶことを奨励
しょうれい

する。 

実施
じ っ し

イメージ 
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   ② 外国
がいこく

につながる子
こ

どもたちの学
まな

びの場
ば

 

 

＜提言
ていげん

の趣旨
しゅし

＞ 

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の地域
ちいき

社会
しゃかい

づくりを目指
め ざ

す神奈川県
かながわけん

においてこそ、一人
ひとり

ひとりのかけがえのない子
こ

ど

もたちが安心
あんしん

して学
まな

べる場
ば

が確保
かくほ

され、また、それぞれの自信
じしん

と誇
ほこ

りに繋
つな

がる教育権
きょういくけん

が等
ひと

しく認
みと

め

られ保障
ほしょう

される必要
ひつよう

がある。 

こうした取組
とりく

みは国際
こくさい

社会
しゃかい

で活躍
かつやく

できる人材
じんざい

の育成
いくせい

と真
しん

の国際
こくさい

交流
こうりゅう

の実現
じつげん

へと繋
つな

がり、新
あたら

しく

豊
ゆた

かで平和
へいわ

な社会
しゃかい

を作
つく

り、人々
ひとびと

の心
こころ

と生活
せいかつ

を満
み

たしてゆくための重要
じゅうよう

な要素
ようそ

でもあるため、以下
い か

の

ような取組
とりく

みを提言
ていげん

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 県内
けんない

の外国人
がいこくじん

登録者数
とうろくしゃすう

は、16万
まん

7601人
にん

（2007年末
ねんまつ

）で外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

にあわせ外国
がいこく

につな

がる子
こ

どもたちが相当数
そうとうすう

存在
そんざい

する。彼
かれ

ら／彼女
かのじょ

らへの日本語
に ほ ん ご

支援
しえん

、学習
がくしゅう

支援
しえん

をさらに充実
じゅうじつ

さ

せるとともに、それぞれの子
こ

どもたちの自信
じしん

や誇り
ほこり

に繋
つな

がる言葉
ことば

と文化
ぶんか

に関
かん

する学習
がくしゅう

と継承
けいしょう

を

保障
ほしょう

していくことが求
もと

められている。 

 

○ しかし、日本
にほん

での生活
せいかつ

においては、日本語
に ほ ん ご

を始
はじ

め日本
にほん

に適応
てきおう

するための学習
がくしゅう

だけに力
ちから

が注
そそ

が

れ、自
みずか

らの国
くに

や民族
みんぞく

の文化
ぶんか

と言葉
ことば

を学
まな

ぶ機会
きかい

が保障
ほしょう

されておらず、自
みずか

らのアイデンティティ

や文化
ぶんか

への誇
ほこ

り、将来
しょうらい

への夢
ゆめ

や希望
きぼう

が持
も

てないために、不就学
ふしゅうがく

、不登校
ふとうこう

、居場所
い ば し ょ

の問題
もんだい

、非行
ひこう

、

犯罪
はんざい

など様々
さまざま

な問題
もんだい

が起
お

きている。 

 

○ 民族
みんぞく

団体
だんたい

やエスニックグループ(※2)、それぞれのコミュニティの有志
ゆうし

たちにより、母文化
ぼ ぶ ん か

、

母語
ぼ ご

・母国語
ぼ こ く ご

・継承語
けいしょうご

を身
み

に付
つ

け、学
まな

ぶ場
ば

を設
もう

け運営
うんえい

しているが、ほとんどの場合
ばあい

、運営
うんえい

資金
しきん

、

場
ば

の確保
かくほ

など自団体
じだんたい

の負担
ふたん

で行
おこな

っている。また、国際
こくさい

交流
こうりゅう

団体
だんたい

や地域
ちいき

の市民
しみん

活動
かつどう

支援
しえん

センタ

ー、公民館
こうみんかん

などで行
おこな

われる外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

のためのプログラムは多
おお

くの場合
ばあい

、日本語
に ほ ん ご

支援
しえん

や

学習
がくしゅう

支援
しえん

に終始
しゅうし

されている。学校
がっこう

での母語
ぼ ご

・母国語
ぼ こ く ご

・継承語
けいしょうご

教育
きょういく

が実施
じっし

されていないばかり

か、日本人
にほんじん

の視点
してん

、立場
たちば

からの多文化
た ぶ ん か

理解
りかい

が進
すす

められている。 

 

○ 外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

たちが地域
ちいき

や学校
がっこう

で様々
さまざま

な文化
ぶんか

、言葉
ことば

などを学
まな

ぶ活動
かつどう

が今
いま

以上
いじょう

に進
すす

み、その

環境
かんきょう

の整備
せいび

がされることにより、外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

のみならず日本人
にほんじん

児童
じどう

・生徒
せいと

たちにも他
た

の

文化
ぶんか

に触
ふ

れ、これを尊重
そんちょう

する環境
かんきょう

が与
あた

えられることに繋
つな

がり、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を目指
め ざ

す神奈川県
かながわけん

の国際
こくさい

政策
せいさく

の実践
じっせん

にも繋
つな

がることとなる。 

提言
ていげん

４ 外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

たちの自
みずか

らの文化
ぶんか

と言葉
ことば

の継承
けいしょう

への支援
しえん

について 
    県

けん

は、外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

、外国
がいこく

につながる子
こ

どもたちが自
みずか

らの文化
ぶんか

を愛
あい

し、それぞれ

の文化
ぶんか

を尊重
そんちょう

し合
あ

える環境
かんきょう

を 整
ととの

える意味
い み

でも、言葉
ことば

と文化
ぶんか

を学
まな

ぶ活動
かつどう

を積極的
せっきょくてき

に

支援
しえん

するよう地域
ちいき

の国際
こくさい

交流
こうりゅう

団体
だんたい

、活動支援団体
かつどうしえんだんたい

に要請
ようせい

する。 
    県

けん

は、県市町村教育委員会
けんしちょうそんきょういくいいんかい

などと協 力
きょうりょく

し、将来的
しょうらいてき

には大阪市
おおさかし

などで実施
じっし

されている

ような民族
みんぞく

学級
がっきゅう

を設置
せっち

し、公教育
こうきょういく

の場
ば

での母文化
ぼ ぶ ん か

、母語
ぼ ご

・母国語
ぼ こ く ご

・継承語
けいしょうご

(※1)学習
がくしゅう

を

制度化
せ い ど か

し、実施
じっし

する。 
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○ 県
けん

や(財
ざい

)かながわ国際
こくさい

交流
こうりゅう

財団
ざいだん

などの国際
こくさい

交流
こうりゅう

団体
だんたい

が主
しゅ

となり、母文化
ぼ ぶ ん か

、母語
ぼ ご

・母国語
ぼ こ く ご

・継承語
けいしょうご

学習
がくしゅう

の重要性
じゅうようせい

について学
まな

ぶ場
ば

や機会
きかい

を行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

、ＮＧＯ、教員
きょういん

などに提供
ていきょう

する。 

○ 母語
ぼ ご

・母国語
ぼ こ く ご

・継承語
けいしょうご

支援
しえん

をしている団体
だんたい

のアンケートまたは実態
じったい

調査
ちょうさ

を実施
じっし

し、現状
げんじょう

を把握
はあく

す

る。 

○ これに基
もと

づき、民族
みんぞく

団体
だんたい

、エスニックグループ、ＮＧＯ、外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

、支援者
しえんしゃ

、県
けん

及
およ

び市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委員会
いいんかい

などと連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

し、言葉
ことば

と文化
ぶんか

を継承
けいしょう

させるための事業
じぎょう

実施
じっし

について検討
けんとう

する。 

○ 民族
みんぞく

団体
だんたい

、エスニックグループ、外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

、支援者
しえんしゃ

たちの活動
かつどう

に対
たい

する助成
じょせい

、教材
きょうざい

の提供
ていきょう

、

地域
ちいき

や学校
がっこう

などにおいての場
ば

の定期的
ていきてき

な確保
かくほ

（公民館
こうみんかん

などの公的
こうてき

な施設
しせつ

、放課後
ほ う か ご

の教室
きょうしつ

、空
あ

き

教室
きょうしつ

の提供
ていきょう

など）など日常的
にちじょうてき

かつ恒常的
こうじょうてき

な支援
しえん

を行
おこな

う。 

○ 大阪市
おおさかし

において、放課後
ほ う か ご

、在日
ざいにち

コリアンの子
こ

どもたちに自
みずか

らの文化
ぶんか

と言葉
ことば

を伝
つた

えるため、有志
ゆうし

ら

により学校内
がっこうない

で活動
かつどう

を始
はじ

められ、現在
げんざい

は、その他
た

の外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

、外国
がいこく

につながる子
こ

どもた

ちに言葉
ことば

と文化
ぶんか

を伝
つた

えるための活動
かつどう

へと発展
はってん

するに至
いた

った民族
みんぞく

学級
がっきゅう

・民族
みんぞく

クラブ(※3)の実態
じったい

と

現況
げんきょう

について県
けん

が調査
ちょうさ

し、県
けん

の現状
げんじょう

に適
てき

した形態
けいたい

の民族
みんぞく

学級
がっきゅう

または、民族
みんぞく

クラブなどを県
けん

及
およ

び

市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委員会
いいんかい

による制度
せいど

としての実施
じっし

へと結
むす

びつける。 

 

※1 母語
ぼ ご

、母国語
ぼ こ く ご

、継承語
けいしょうご

 

   母
ぼ

 語
ご

―人
ひと

が生
う

まれて最初
さいしょ

に習
なら

い覚
おぼ

えた言語
げ ん ご

。   母国語
ぼ こ く ご

―祖国
そ こ く

、国籍
こくせき

国
こく

の言語
げ ん ご

。  

   継承語
けいしょうご

―異言語
い げ ん ご

環境
かんきょう

に生活
せいかつ

するものが親
おや

または、コミュニティで使
つか

う言語
げ ん ご

を継承
けいしょう

し、使用
し よ う

する言語
げ ん ご

。 

 

※2 民族
みんぞく

団体
だんたい

、エスニックグループ  

   日本
に ほ ん

に住
す

む外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

自
みずか

らが立
た

ち上
あ

げた団体
だんたい

やグループの総称
そうしょう

。  

    

※3 民族
みんぞく

学級
がっきゅう

、民族
みんぞく

クラブ  

 韓国
かんこく

・朝鮮
ちょうせん

にルーツを持
も

つ子
こ

どもたちが「集
つど

い」「出会
で あ

い」、ウリマル（韓国
かんこく

・朝鮮語
ちょうせんご

）・歴史
れ き し

・

文化
ぶ ん か

などを学
まな

ぶ場
ば

として１９４９年
ねん

より始
はじ

まった。民族
みんぞく

学級
がっきゅう

を通
とお

して子
こ

どもたちは、仲間
な か ま

たち

とともに自分
じ ぶ ん

のルーツ・民族
みんぞく

について知
し

り、民族
みんぞく

につながる「自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

」のことを大切
たいせつ

にする気持
き も

ちを 育
はぐく

み、またクラスの連携
れんけい

・民族
みんぞく

講師
こ う し

との交流
こうりゅう

等
とう

を通
とお

して、学校
がっこう

全体
ぜんたい

への多民族
た み ん ぞ く

・多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

教育
きょういく

を発信
はっしん

する場
ば

となっている。  

 2004年
ねん

11月
がつ

現在
げんざい

、大阪
おおさか

府内
ふ な い

では 160数校
すうこう

、そのうち大阪
おおさか

市内
し な い

には、今年度中
こんねんどじゅう

に瓜破
うりわり

東 小
ひがししょう

、南津守
みなみつもり

小
しょう

などに開設
かいせつ

され 98校
こう

となり今後
こ ん ご

、さらに開設
かいせつ

が予定
よ て い

されている。  

大阪市
お お さ か し

では、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

が作成
さくせい

した教材
きょうざい

『チュモニ』『ムヂゲ』を基本
き ほ ん

にしながら大阪市
お お さ か し

民族
みんぞく

講師会
こ う し か い

の 標 準
ひょうじゅん

カリキュラムに基
もと

づいた授業
じゅぎょう

を 行
おこな

っており、教育
きょういく

内容
ないよう

としてはウリマル（韓国
かんこく

・

朝鮮語
ちょうせんご

）、社会
しゃかい

（歴史
れ き し

・地理
ち り

等
とう

）、音楽
おんがく

（歌
うた

・楽器
が っ き

等
とう

）、図工
ず こ う

・・・等
とう

の授業
じゅぎょう

が 行
おこな

われている。 

生活
せいかつ

・音楽
おんがく

・図工
ず こ う

・社会
しゃかい

等
とう

の教科
きょうか

の中
なか

や総合
そうごう

学習
がくしゅう

の中
なか

で、「言葉
こ と ば

」「遊
あそ

び」「料理
りょうり

」「民族
みんぞく

楽器
が っ き

」

などに触
ふ

れる取組
と り く

みがあり、この取組
と り く

みにＴ・Ｔとして民族
みんぞく

講師
こ う し

、保護者
ほ ご し ゃ

・地域
ち い き

の人
ひと

などを招
まね

く

こともできる。また「遊
あそ

び交流会
こうりゅうかい

」「ふれあい祭
まつ

り」「鑑賞
かんしょう

行事
ぎょうじ

」「運動会
うんどうかい

」等
とう

、校内
こうない

での行事
ぎょうじ

に

つなげた取組
と り く

みも 行
おこな

っている。  

参考
さんこう

資料
しりょう

：2001 年大阪市
お お さ か し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

「在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教育
きょういく

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

」（別添
べってん

参考
さんこう

資料
しりょう

１参照
さんしょう

）  

実施
じ っ し

イメージ 
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 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 現在
げんざい

、各種
かくしゅ

学校
がっこう

の認可
にんか

を受
う

けている県内
けんない

の外国人
がいこくじん

学校
がっこう

は、11校
こう

(※4)である。過去
か こ

、20年
ねん

ほどの

間
あいだ

に外国人
がいこくじん

登録者数
とうろくしゃすう

は、2倍
ばい

以上
いじょう

に増加
ぞうか

し、教育
きょういく

へのニーズや様々
さまざま

な文化
ぶんか

、民族的
みんぞくてき

背景
はいけい

を持
も

つ

子
こ

どもたちが増
ふ

え続
つづ

けている。日本
にほん

の学校
がっこう

で国際
こくさい

教室
きょうしつ

、国際
こくさい

理解
りかい

教室
きょうしつ

など外
がい

国籍
こくせき

児童
じどう

・生徒
せいと

へ

の学習
がくしゅう

支援
しえん

、日本語
に ほ ん ご

支援
しえん

、多文化
た ぶ ん か

理解
りかい

教育
きょういく

が実施
じっし

されてはいるが、それぞれの文化
ぶんか

や言語
げんご

、習慣
しゅうかん

が尊重
そんちょう

され、受
う

け入
い

れられている環境
かんきょう

とは言
い

えず、保護者
ほ ご し ゃ

や生徒
せいと

自身
じしん

の希望
きぼう

で外国人
がいこくじん

学校
がっこう

に通
かよ

う子
こ

どもたちも増加
ぞうか

傾向
けいこう

にある。 

 

○ 自
みずか

らの文化
ぶんか

や母語
ぼ ご

・母国語
ぼ こ く ご

・継承語
けいしょうご

教育
きょういく

を実施
じっし

している県内
けんない

の 11校
こう

の外国人
がいこくじん

学校
がっこう

は、日本
にほん

政府
せいふ

からの助成
じょせい

を受
う

けられないばかりか、その多
おお

くは、学校
がっこう

への寄付
き ふ

に対
たい

する免税
めんぜい

措置
そ ち

すら受
う

けられ

ない状 況
じょうきょう

に置
お

かれ、国
くに

からの助成
じょせい

がないことからほとんどの場合
ばあい

、運営上
うんえいじょう

困難
こんなん

を強
し

いられて

いる。「初等
しょとう

教育
きょういく

または中等
ちゅうとう

教育
きょういく

を外国語
がいこくご

により施
ほどこ

すことを目的
もくてき

として設置
せっち

された各種
かくしゅ

学校
がっこう

」のうち、欧米
おうべい

系
けい

の学校
がっこう

に関
かん

してのみ「特定
とくてい

公
こう

益
えき

増進
ぞうしん

法人
ほうじん

」の対象
たいしょう

となっているが、それ

以外
いがい

の学校
がっこう

は対象
たいしょう

とはなっていない（2003年
ねん

3月
がつ

31日
にち

文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

告示
こくじ

第
だい

59号
ごう

）。 

 

○ 現在
げんざい

、県内
けんない

には各種
かくしゅ

学校
がっこう

の認可
にんか

を受
う

けていない学校
がっこう

が数校
すうこう

(※5)存在
そんざい

する。このような無認可校
むにんかこう

は、県
けん

や市町村
しちょうそん

が実施
じっし

している助成
じょせい

制度
せいど

が適用
てきよう

されておらず、定期券
ていきけん

の購入
こうにゅう

においては学生
がくせい

割引
わりびき

がなされず、授 業 料
じゅぎょうりょう

にまで消費税
しょうひぜい

がかかってしまうという現状
げんじょう

である。その結果
けっか

、経済的
けいざいてき

に困難
こんなん

な状態
じょうたい

に置
お

かれた子
こ

どもたちが学校
がっこう

へ通
かよ

えなくなってしまうケースもある。 

現在
げんざい

の各種
かくしゅ

学校
がっこう

認可
にんか

基準
きじゅん

は、戦前
せんぜん

から継続的
けいぞくてき

に運営
うんえい

されていたり、戦後
せんご

すぐ設立
せつりつ

された学校
がっこう

を対象
たいしょう

とするもので、1990年代以降
ねんだいいこう

の入管法
にゅうかんほう

の改定
かいてい

に伴う外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の増加
ぞうか

と多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するとする県
けん

の外国人
がいこくじん

政策
せいさく

及
およ

び施策
しさく

実現
じつげん

の現状
げんじょう

に即
そく

しているとは言
い

えない。 

今日
こんにち

まで、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
かいぎ

第
だい

1期
き

、第
だい

3期
き

などで既
すで

に外国人
がいこくじん

学校
がっこう

に関
かん

する提言
ていげん

や要望
ようぼう

が何度
なんど

となくなされてきたが、依然
いぜん

と変化
へんか

の兆
きざ

しがない。 

既
すで

に各種
かくしゅ

学校
がっこう

認可
にんか

基準
きじゅん

を見直
みなお

した県
けん

(※6)もあり、文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

や総務省
そうむしょう

も見直
みなお

しを促
うなが

してい

る。 

県内
けんない

では今後
こんご

、外国人
がいこくじん

学校
がっこう

が増加
ぞうか

する傾向
けいこう

にあり、現状
げんじょう

に沿
そ

った形
かたち

で認可
にんか

基準
きじゅん

を見直
みなお

す

必要
ひつよう

がある。 

 

提言
ていげん

５ 外国人
がいこくじん

学校
がっこう

に係
かか

わる制度
せいど

の改善
かいぜん

について 

県
けん

は、文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

が「告示
こくじ

」を改正
かいせい

して、朝鮮
ちょうせん

学校
がっこう

・中華
ちゅうか

学校
がっこう

・韓国
かんこく

学園
がくえん

などの外国人
がいこくじん

学校
がっこう

を「特定
とくてい

公
こう

益
えき

増進
ぞうしん

法人
ほうじん

」の対象
たいしょう

として寄付金
き ふ き ん

の免税措置
めんぜいそち

が受
う

けられるようにし、ま

た、校舎
こうしゃ

の建設費用
けんせつひよう

などへの寄付
き ふ

に適用
てきよう

される「指定
してい

寄付
き ふ

金
きん

」としての免税措置
めんぜいそち

も受
う

けら

れるよう、その実現
じつげん

を目指
め ざ

して国
くに

に対
たい

して要請
ようせい

を行
おこな

う。 

提言
ていげん

６ 外国人
がいこくじん

学校
がっこう

の各種
かくしゅ

学校
がっこう

としての認可
にんか

について 

県
けん

は、新
あら

たに設置
せっち

された無認可
む に ん か

の外国人
がいこくじん

学校
がっこう

の実情
じつじょう

を正確
せいかく

に把握
はあく

し、現状
げんじょう

に沿
そ

った

形
かたち

で各種学校
かくしゅがっこう

認可
にんか

基準
きじゅん

を緩和
かんわ

する。 
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○ 外国人
がいこくじん

学校
がっこう

に関
かん

する提言
ていげん

や要請
ようせい

などを都道府県
とどうふけん

国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

などを通
つう

じ国
くに

へ要望
ようぼう

されているが、県
けん

県民部
けんみんぶ

国際課
こくさいか

は、これがどのように受
う

け止
と

められ実践
じっせん

されているのかを確認
かくにん

し、一般
いっぱん

に公開
こうかい

する。その上
うえ

で、どのような方法
ほうほう

で提言
ていげん

や要望
ようぼう

が実現
じつげん

へと結
むす

びつくのかを検討
けんとう

する。（提言
ていげん

５） 

○ 県
けん

は、国
くに

に対
たい

し、全
すべ

ての外国人
がいこくじん

学校
がっこう

を「指定
してい

寄付
き ふ

金
きん

制度
せいど

」及
およ

び「特定
とくてい

公
こう

益
えき

増進
ぞうしん

法人
ほうじん

」の対象
たいしょう

とするよう求
もと

め、継続的
けいぞくてき

な要望
ようぼう

を行
おこな

う。（提言
ていげん

５） 

○ 県
けん

は、全
すべ

ての外国人
がいこくじん

学校
がっこう

に対
たい

し、政府
せいふ

による教育
きょういく

助成
じょせい

を行
おこな

うよう国
くに

に要望
ようぼう

する。（提言
ていげん

５）

○ 県
けん

県民部
けんみんぶ

学事
がくじ

振興課
しんこうか

が主管
しゅかん

となり、国際課
こくさいか

などと協 力
きょうりょく

し外国人
がいこくじん

学校
がっこう

の実態
じったい

の調査
ちょうさ

や聞
き

き取
と

りを実施
じっし

し、これらの学校
がっこう

を取
と

り巻
ま

く新
あら

たなる実情
じつじょう

と課題
かだい

を把握
はあく

したうえで、各種
かくしゅ

学校
がっこう

の

認可
にんか

基準
きじゅん

について見直
みなお

しを検討
けんとう

する。（提言
ていげん

６） 

○ 県
けん

は、JRをはじめとする鉄道
てつどう

、バス各社
かくしゃ

に対
たい

し、認可
にんか

、無認可
む に ん か

を問
と

わず、全
すべ

ての外国人
がいこくじん

を学校
がっこう

指定
してい

制度
せいど

（学割
がくわり

）の指定校
していこう

とすることを働
はたら

きかける。（提言
ていげん

６） 

 

 

※ 4 各種
かくしゅ

学校
がっこう

の認可
に ん か

を受
う

けた県内
けんない

の外国人
がいこくじん

学校
がっこう

 

 鶴見
つ る み

朝鮮
ちょうせん

初級
しょきゅう

学校
がっこう

、ホライゾン・ジャパン・インターナショナルスクール、神奈川
か な が わ

朝 鮮 中
ちょうせんちゅう

高級
こうきゅう

学校
がっこう

、  

横浜
よこはま

朝鮮
ちょうせん

初級
しょきゅう

学校
がっこう

、サンモール・インターナショナルスクール、横浜
よこはま

インターナショナルスクール、  

横浜
よこはま

中華
ちゅうか

学院
がくいん

、横浜
よこはま

山手
や ま て

中華
ちゅうか

学校
がっこう

、東京横浜独逸
とうきょうよこはまどいつ

学園
がくえん

、川崎
かわさき

朝鮮
ちょうせん

初 中 級
しょちゅうきゅう

学校
がっこう

、南武
な ん ぶ

朝鮮
ちょうせん

初級
しょきゅう

学校
がっこう

 

 

※ 5 各種
かくしゅ

学校
がっこう

として認可
に ん か

されていない県内
けんない

の学校
がっこう

 

横浜
よこはま

インターナショナル・クリスチャン・アカデミー、コレージオ・サル・エル  大和校
や ま と こ う

、  

エスコラ・アクアレラ・ブラジル など  

 

※ 6 各種
かくしゅ

学校
がっこう

認可
に ん か

基準
きじゅん

を緩和
か ん わ

した自治体
じ ち た い

 

静岡県
しずおかけん

（ 2004年
ねん

3月
がつ

）  

岐阜県
ぎ ふ け ん

（ 2005年
ねん

11月
がつ

）  

愛知県
あ い ち け ん

（ 2006年
ねん

4月
がつ

）など  

文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

は、 2004年
ねん

、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

知事
ち じ

及
およ

び教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に対
たい

し、各種
かくしゅ

学校
がっこう

の校地
こ う ち

・校舎
こうしゃ

について自己
じ こ

所有
しょゆう

を求
もと

める必要
ひつよう

はないと通知
つ う ち

を出
だ

しており、（ 2004年
ねん

6月
がつ

21日
にち

付
づ

け、生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

政策
せいさく

局 長
きょくちょう

通知
つ う ち

）、また総務省
そうむしょう

も

2006年
ねん

3月
がつ

に策定
さくてい

した｢地域
ち い き

における多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

プラン｣において、｢外国人
がいこくじん

学校
がっこう

の法的
ほうてき

地位
ち い

の明確化
め い か く か

をは

かるため、地域
ち い き

の実情
じつじょう

に応じて、各種
かくしゅ

学校
がっこう

及
およ

び準学校
じゅんがっこう

法人
ほうじん

の認可
に ん か

基準
きじゅん

の緩和
か ん わ

について検討
けんとう

する｣こととしてい

る。 

 

実施
じ っ し

イメージ 
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   ③ 社会
しゃかい

参加
さんか

のための日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぶ場
ば

 

 

＜提言
ていげん

の趣旨
しゅし

＞ 

県内
けんない

には１６０カ国
こく

以上
いじょう

の国籍
こくせき

の外国人
がいこくじん

登録者
とうろくしゃ

が居住
きょじゅう

しており、その母語
ぼ ご

は、中国語
ちゅうごくご

、韓国
かんこく

・

朝鮮語
ちょうせんご

、スペイン語
ご

、英語
えいご

、ポルトガル語
ご

、タガログ語
ご

など、多岐
た き

にわたっている。 
それらの人々

ひとびと

が持
も

つ多様
たよう

な文化
ぶんか

の魅力
みりょく

や経験
けいけん

、能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に活
い

かしながら、「神奈川力
かながわりょく

」を高
たか

め

ていくためには、それらの人々
ひとびと

の社会
しゃかい

参加
さんか

をこれまで以上
いじょう

に積極的
せっきょくてき

に進
すす

めていく必要
ひつよう

があるが、そ

の際
さい

、特
とく

にニューカマーと呼
よ

ばれる人々
ひとびと

にとって重要
じゅうよう

になるのが「日本語
に ほ ん ご

」の習得
しゅうとく

である。 
そこで、これらの人々

ひとびと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を促
うなが

し、真
しん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するため、外国人
がいこくじん

の日本語
に ほ ん ご

習得
しゅうとく

を支援
しえん

する取組
とりく

みを提言
ていげん

したい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ オーストラリアやカナダなど、移民
いみん

の受入
うけい

れに積極的
せっきょくてき

な国々
くにぐに

では、外国人
がいこくじん

がその国
くに

の言語
げんご

を

短期間
たんきかん

で習得
しゅうとく

できるよう、無料
むりょう

の語学
ごがく

学校
がっこう

等
とう

、政府
せいふ

や自治体
じ ち た い

による支援
しえん

制度
せいど

が設
もう

けられている

(※7)が、日本
にほん

では、そのような制度
せいど

がほとんどなく、地域
ちいき

のボランティアグループが日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

のかなりの部分
ぶぶん

を担
にな

っているのが実情
じつじょう

である。 
 
○ 県内

けんない

には、約
やく

２００の日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループが存在
そんざい

し、外国人
がいこくじん

の日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

を支
ささ

える大
おお

きな力
ちから

となっている。 
 
○ 日本語

に ほ ん ご

ボランティアグループの多
おお

くは、地域
ちいき

の公共
こうきょう

施設
しせつ

を利用
りよう

して活動
かつどう

を行
おこな

っているが、いず

れの施設
しせつ

も、予約
よやく

や抽選
ちゅうせん

等
とう

の制約
せいやく

があり、特定
とくてい

の団体
だんたい

が定期的
ていきてき

に利用
りよう

することは難
むずか

しく、語学
ごがく

学習
がくしゅう

の環境
かんきょう

として恵
めぐ

まれているとは言
い

いがたい。 
 
○ ボランティアグループの日本語

に ほ ん ご

指導者
しどうしゃ

は、必
かなら

ずしも十分
じゅうぶん

な研修
けんしゅう

を受
う

けた人
ひと

ばかりではなく、

外国人
がいこくじん

が効率
こうりつ

よく日本語
に ほ ん ご

を習得
しゅうとく

することが難
むずか

しい場合
ばあい

もあるが、個人
こじん

が学校
がっこう

等
とう

へ通
かよ

い日本語
に ほ ん ご

教授法
きょうじゅほう

を学
まな

ぶためには、相当
そうとう

な経費
けいひ

もかかるため、行政
ぎょうせい

からの支援
しえん

が望
のぞ

まれている。 
 
○ 外国人

がいこくじん

の社会
しゃかい

参加
さんか

を保障
ほしょう

し、真
しん

の共生
きょうせい

社会
しゃかい

を築
きず

いていくことは、自治体
じ ち た い

の重要
じゅうよう

な責務
せきむ

であり、

そのための具体的
ぐたいてき

な取組
とりく

みの一
ひと

つとして、日本語
に ほ ん ご

習得
しゅうとく

の支援
しえん

を行
おこな

うことは、当
とう

の外国人
がいこくじん

のみ

ならず、同
おな

じ社会
しゃかい

に暮
く

らす日本人
にほんじん

にも利
り

する、より良
よ

い地域
ちいき

社会
しゃかい

を築
きず

いていくために必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

な施策
しさく

であると言
い

える。 

提言
ていげん

７ 日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

を行
おこな

う場所
ばしょ

の提供
ていきょう

について 

県
けん

は、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

の日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

が、計画的
けいかくてき

、継続的
けいぞくてき

でより学習
がくしゅう

成果
せいか

を上
あ

げられるよ

う、学習
がくしゅう

の場
ば

となる公共
こうきょう

施設
しせつ

の場所
ばしょ

を優先的
ゆうせんてき

に提供
ていきょう

する。 

提言
ていげん

８ 日本語
に ほ ん ご

指導者
しどうしゃ

への研修
けんしゅう

について 

県
けん

は、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

が学習
がくしゅう

効果
こうか

の高
たか

い日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

を可能
かのう

とするため、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

ボラ

ンティアに対
たい

する研修
けんしゅう

を行
おこな

う。 
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○ ５６％の外

がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

が国際
こくさい

都市
と し

横浜市
よこはまし

以外
いがい

に居住
きょじゅう

している現状
げんじょう

から、県
けん

は各市町村
かくしちょうそん

との連帯
れんたい

を

計
はか

り、公共
こうきょう

施設
しせつ

を有効的
ゆうこうてき

に利用
りよう

することにより、活動
かつどう

を充実
じゅうじつ

させる。（提言
ていげん

７） 
○ 県

けん

が主
しゅ

となり、専門性
せんもんせい

の高
たか

い日本語
に ほ ん ご

指導者
しどうしゃ

の育成
いくせい

プログラムを企画
きかく

し、県内
けんない

より、広
ひろ

く参加者
さんかしゃ

を募
つの

る。（提言
ていげん

８） 
○ 日本語

に ほ ん ご

支援
しえん

のボランティア活動
かつどう

をより活性化
かっせいか

するため、県
けん

が主
しゅ

となり、県内
けんない

の大学
だいがく

へ協 力
きょうりょく

を依頼
いらい

する。大学
だいがく

の教員
きょういん

による専門的
せんもんてき

な指導
しどう

方法
ほうほう

と学生
がくせい

の活動
かつどう

への参加
さんか

協 力
きょうりょく

を促
うなが

す。（提言
ていげん

８） 
 

 

(※7)オーストラリアの語学
ごがく

学習
がくしゅう

支援
しえん

制度
せいど

 

オーストラリアでは、一定
いってい

の条件
じょうけん

を満
み

たす外国人
がいこくじん

（オーストラリア人
じん

と結婚
けっこん

した人
ひと

、難民
なんみん

など）の場合
ばあい

、連邦
れんぽう

政府
せいふ

が事業
じぎょう

を委託
いたく

した語学
ごがく

学校
がっこう

、ＮＰＯ等
とう

、全国
ぜんこく

に 250ヶ所
かしょ

あるＡＭＥＰ（Adult Migrant English Program）セ

ンターにおいて、年間
ねんかん

510時間
じかん

の英語
えいご

教育
きょういく

を原則
げんそく

として無料
むりょう

で受
う

けることができる。また、ＡＭＥＰの対象
たいしょう

に

ならない外国人
がいこくじん

（労働
ろうどう

目的
もくてき

の滞在者
たいざいしゃ

等
とう

）の場合
ばあい

でも、地方
ちほう

自治体
じ ち た い

が場所
ばしょ

と講師
こうし

謝金
しゃきん

を提供
ていきょう

するなど、外国人
がいこくじん

が英語
えいご

を学習
がくしゅう

する環境
かんきょう

が整
ととの

っている。 

 

実施
じ っ し

イメージ 



 18

（２）新
あたら

しい協働
きょうどう

のモデルづくり 

   ① 自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

のための協働
きょうどう

のモデル 

 

＜提言
ていげん

の趣旨
しゅし

＞ 

途上
とじょう

国
こく

の貧困
ひんこん

・平和
へいわ

・環境
かんきょう

問題
もんだい

も県民
けんみん

生活
せいかつ

と無関係
むかんけい

ではなく、その解決
かいけつ

において自治体
じ ち た い

や市民
しみん

社会
しゃかい

にも取
と

り組
く

むべき役割
やくわり

がある。そこで、これまでこの分野
ぶんや

で活動
かつどう

してきたＮＧＯや専門家
せんもんか

、専門
せんもん

機関
きかん

だけでなく、県
けん

、県民
けんみん

、大学
だいがく

・研究
けんきゅう

機関
きかん

、さらには企業
きぎょう

、諸団体
しょだんたい

などが連携
れんけい

し、力
ちから

を合
あ

わせ

て、それぞれの特徴
とくちょう

や資源
しげん

を有機的
ゆうきてき

に結
むす

び付
つ

けた「オールかながわ（かながわプラットフォーム）」

で、自治体
じ ち た い

主体
しゅたい

の国際
こくさい

協力
きょうりょく

に取
と

り組
く

むことをめざしたい。まずはその具体的
ぐたいて き

な方策
ほうさく

を探
さぐ

るために「住民
じゅうみん

主体
しゅたい

自治体間
じ ち た い か ん

国際
こくさい

協力
きょうりょく

を検討
けんとう

する会議
かい ぎ

」を設置
せ っ ち

することを提案
ていあん

する。 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 第
だい

４回
かい

アフリカ開発
かいはつ

会議
か い ぎ

（TICADⅣ）やG８サミットで注目
ちゅうもく

された世界
せかい

の貧困
ひんこん

はきわめて深刻
しんこく

な状況
じょうきょう

にある。

今
いま

地球上
ちきゅうじょう

の５人
にん

に１人
ひと り

に相当
そうと う

する約
やく

１４億人
おくにん

を超
こ

える人
ひと

びとは極度
きょくど

の貧困
ひんこん

のなかで生存
せいぞん

している。この

極度
きょくど

の貧困
ひんこん

状態
じょうたい

にある人
ひと

びとは十分
じゅうぶん

な食事
しょくじ

をとれず栄養
えいよう

不良
ふりょう

で日々
ひ び

健康
けんこう

を 脅
おびや

かされている。１１億人
おくにん

は

安全
あんぜん

な水
みず

を利用
り よ う

できない。２４億人
おくにん

は改善
かいぜん

された衛生
えいせい

設備
せつび

を利用
り よ う

できない。風雨
ふ う う

をしのげる家
いえ

がない、

病気
びょうき

やけがでも医療
いりょ う

の恩恵
おんけい

を受
う

けられない、HIV／エイズやマラリア、結核
けっかく

などの感染症
かんせんしょう

の脅威
きょうい

から逃
のが

れ

られない人
ひと

びとは数
かぞ

えきれない。貧困
ひんこん

が原因
げんいん

で５歳
さい

未満
み ま ん

で命
いのち

を落
お

とす子
こ

どもたちは毎年
まいとし

１０００万人
まんにん

以上
いじょう

にのぼり、行
い

きたくても学校
がっこう

へ行
い

けない子
こ

どもたちは１億
おく

３０００万人
まんにん

以上
いじょう

、生活
せいかつ

のために働
はたら

いている子
こ

ども

たちは２億
おく

５０００万人
まんにん

以上
いじょう

、ストリートチルドレンと呼
よ

ばれる路上
ろじょう

で生活
せいかつ

する子
こ

どもたちは１億人
おくにん

以上
いじょう

であ

る。 

 

○ こうした、人
ひと

びとの生
い

きる権利
けんり

を奪
うば

う途上
とじょう

国
こく

の貧困
ひんこん

問題
もんだい

は緊急
きんきゅう

に解決
かいけつ

しなければならないとの

認識
にんしき

から、国際
こくさい

社会
しゃかい

は総力
そうりょく

をあげてこの課題
かだい

を解決
かいけつ

することをめざし、２０１５年
ねん

を目標
もくひょう

達成年
たっせいねん

として８目標
もくひょう

１８ターゲット４８指標
しひょう

からなる「ミレニアム開発
かいはつ

目標
もくひょう

（ＭＤＧｓ）（※8）」
を設定
せってい

した。 
 
○ しかし、国際

こくさい

機関
きかん

や各国
かくこく

政府
せいふ

のＯＤＡ（政府
せいふ

開発
かいはつ

援助
えんじょ

）による大型
おおがた

プロジェクトを中心
ちゅうしん

とした開発
かいはつ

援助
えんじょ

は現地
げんち

政府
せいふ

との関係
かんけい

を重視
じゅうし

したもので、地域
ちいき

住民
じゅうみん

の基本的
きほんてき

な生活
せいかつ

向上
こうじょう

（生計
せいけい

、保健
ほけん

・衛生
えいせい

、

教育
きょういく

など）・ＭＤＧs達成
たっせい

を優先
ゆうせん

した援助
えんじょ

や環境
かんきょう

保全
ほぜん

に役立
やくだ

つ援助
えんじょ

になっているとは言
い

えない。

逆
ぎゃく

に公害
こうがい

や自然
しぜん

破壊
はかい

、立
た

ち退
の

きなど負
ふ

の影響
えいきょう

を住民
じゅうみん

に与
あた

える場合
ばあい

も少
すく

なくない。 

提言
ていげん

９ 住民
じゅうみん

主体
しゅたい

の自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

検討
けんとう

会議
かいぎ

の設置
せっち

について 

地域
ちいき

住民
じゅうみん

主体
しゅたい

の新
あたら

しい形
かたち

の自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の実施
じっし

を検討
けんとう

する会議
かいぎ

を設置
せっち

する。

県民
けんみん

、ＮＧＯ、諸団体
しょだんたい

（企業
きぎょう

、労働
ろうどう

組合
くみあい

、大学
だいがく

・研究
けんきゅう

機関
きかん

、協同
きょうどう

組合
くみあい

など）及
およ

び県
けん

が、

それぞれが持
も

つ人材
じんざい

、経験
けいけん

、知識
ちしき

、技術
ぎじゅつ

、資金
しきん

、ネットワークなどを生
い

かして、途上
とじょう

国
こく

で

住民
じゅうみん

組織
そしき

、ＮＧＯ、自治体
じ ち た い

が協働
きょうどう

して取
と

り組
く

む社会
しゃかい

開発
かいはつ

・貧困
ひんこん

撲滅
ぼくめつ

のための持続
じぞく

可能
かのう

な

地域
ちいき

開発
かいはつ

を支援
しえん

することを検討
けんとう

する。この住民
じゅうみん

主体
しゅたい

自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

は県
けん

が長年
ながねん

にわ

たり進
すす

めてきた国際
こくさい

交流
こうりゅう

・国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の新
あら

たな展開
てんかい

として、全国
ぜんこく

の先駆的
せんくてき

モデル、パイ

ロット事業
じぎょう

となるものである。 
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○ 一方

いっぽう

、自治体
じ ち た い

やＮＧＯ、市民
しみん

社会
しゃかい

は、国
くに

と国
くに

との利害
りがい

関係
かんけい

にとらわれることなく、現地
げんち

住民
じゅうみん

、地域
ちいき

のニーズに直接
ちょくせつ

対応
たいおう

する援助
えんじょ

を実施
じっし

することができる。途上
とじょう

国
こく

の人
ひと

びとの社会
しゃかい

開発
かいはつ

、すなわち

衣食住
いしょくじゅう

、安全
あんぜん

な水
みず

、保健
ほけん

・衛生
えいせい

、医療
いりょう

、教育
きょういく

などのBHN（Basic Human Needs 生
い

きるための

基本的
きほんてき

な要求
ようきゅう

）の充足
じゅうそく

、ゴミ処理
しょり

、福祉
ふくし

などの基本的
きほんてき

生活
せいかつ

基盤
きばん

の構築
こうちく

は、日本
にほん

の自治体
じ ち た い

が持
も

つノ

ウハウや開発
かいはつ

協 力
きょうりょく

ＮＧＯの知見
ちけん

が役立
やくだ

つ。さらにはこうした社会
しゃかい

開発
かいはつ

を可能
かのう

にする生計
せいけい

の確立
かくりつ

、

つまり現地
げんち

の状 況
じょうきょう

に即
そく

した産業
さんぎょう

（農業
のうぎょう

や漁業
ぎょぎょう

など）の生産
せいさん

向上
こうじょう

をはかる知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を有
ゆう

す

る。 
しかし日本

にほん

の自治体
じ ち た い

やＮＧＯの開発
かいはつ

協 力
きょうりょく

は、これまでその役割
やくわり

を十分
じゅうぶん

果
は

たしてきたとはいえ

ない。 
 
○ 県内

けんない

で活動
かつどう

する開発協力
かいはつきょうりょく

ＮＧＯはアジアを中心
ちゅうしん

に世界
せかい

各地
かくち

で現地
げんち

住民
じゅうみん

組織
そしき

や現地
げんち

ＮＧＯと

連携
れんけい

して住民
じゅうみん

の個々
こ こ

のニーズに対応
たいおう

した開発
かいはつ

支援
しえん

を実践
じっせん

しているが、その多
おお

くが資金力
しきんりょく

不足
ぶそく

や、

専門性
せんもんせい

が弱
よわ

いため現地
げんち

の期待
きたい

に十分
じゅうぶん

応
こた

えきれていない。現地
げんち

住民
じゅうみん

組織
そしき

やＮＧＯのなかには、自
みずか

らの取組
とりく

みの成功例
せいこうれい

を地域
ちいき

に広
ひろ

げるとともに、自国
じこく

政府
せいふ

に開発
かいはつ

モデルとして提示
ていじ

し開発
かいはつ

政策
せいさく

に対
たい

し

て提言
ていげん

活動
かつどう

を行
おこな

うところもある。日本
にほん

のＮＧＯは、日本
にほん

からのさらなる支援
しえん

が現地
げんち

で如何
い か

に有効
ゆうこう

に

機能
きのう

するかの認識
にんしき

がありながら、資金
しきん

支援
しえん

が及
およ

ばないことに対
たい

して、打開
だかい

策
さく

を模索
もさく

している。 
 
○ 国際

こくさい

交流
こうりゅう

・協 力
きょうりょく

先進
せんしん

県
けん

である神奈川
か な が わ

県内
けんない

には行政
ぎょうせい

をはじめ、途上
とじょう

国
こく

の開発
かいはつ

に資
し

する技術
ぎじゅつ

や知見
ちけん

を持
も

つＮＧＯ、諸団体
しょだんたい

、個人
こじん

は存在
そんざい

するものの、それらが連携
れんけい

し、質
しつ

、規模
き ぼ

においてより有効
ゆうこう

な開発
かいはつ

協 力
きょうりょく

を実施
じっし

することはこれまでほとんどなかった。県内
けんない

の多様
たよう

な資源
しげん

（人
ひと

、カネ、モノ、知識
ちしき

、

経験
けいけん

）を有機的
ゆうきてき

に結
むす

びつけることで、途上
とじょう

国
こく

の社会
しゃかい

開発
かいはつ

、貧困
ひんこん

削減
さくげん

をダイナミックに実現
じつげん

する開発
かいはつ

協 力
きょうりょく

が可能
かのう

となる。地域
ちいき

開発
かいはつ

の現場
げんば

ではすでに現地
げんち

住民
じゅうみん

、住民
じゅうみん

組織
そしき

、ＮＧＯ、自治体
じ ち た い

との連携
れんけい

による取組
とりく

みは少
すく

なくない。支援
しえん

する側
がわ

受
う

け取
と

る側
がわ

双方
そうほう

の地域
ちいき

の主体性
しゅたいせい

を尊重
そんちょう

した開発
かいはつ

協 力
きょうりょく

は

ＯＤＡでは決
けっ

して実施
じっし

できないきめのこまかいものになる。 
 
○ 時代

じだい

の推移
すいい

の中
なか

で、現在
げんざい

埋
う

もれつつある、あるいはすでに埋
う

もれてしまったものを含
ふく

む神奈川
か な が わ

の

知的
ちてき

資源
しげん

（さまざまな分野
ぶんや

の技術
ぎじゅつ

、経験
けいけん

）のなかには、途上
とじょう

国
こく

の地域
ちいき

開発
かいはつ

、生産
せいさん

にとって今
いま

こそ必要
ひつよう

とされるものが多
おお

いと考
かんが

えられる。 
神奈川
か な が わ

が持
も

つ資源
しげん

を掘
ほ

り起
お

こし、再評価
さいひょうか

、再活用
さいかつよう

することは県民
けんみん

の活力
かつりょく

再生
さいせい

につながる。 
 
○ 多

おお

くの県民
けんみん

、グループ、団体
だんたい

が途上
とじょう

国
こく

の貧困
ひんこん

の現状
げんじょう

を知
し

り、寄付
き ふ

行為
こうい

などを通
とお

してその解消
かいしょう

に

役立
やくだ

とうと考
かんが

え、実践
じっせん

する場合
ばあい

、現在
げんざい

その委託先
いたくさき

はほとんどが国連
こくれん

児童
じどう

基金
ききん

（UNICEF）などの
国連
こくれん

機関
きかん

や日本
にほん

赤十字社
せきじゅうじしゃ

（日赤
にっせき

）などであり、援助
えんじょ

の効果
こうか

を知
し

る手段
しゅだん

は間接的
かんせつてき

なものとなってい

る。一方
いっぽう

、自治体
じ ち た い

とＮＧＯ、諸団体
しょだんたい

が協働
きょうどう

で行
おこな

う地域
ちいき

主体
しゅたい

の国際
こくさい

協 力
きょうりょく

は、現地
げんち

住民
じゅうみん

、ＮＧＯ、

自治体
じ ち た い

関係者
かんけいしゃ

を県内
けんない

各地域
かくちいき

に招
まね

いての報告会
ほうこくかい

・交流会
こうりゅうかい

の開催
かいさい

、さらには、県民
けんみん

の現地
げんち

訪問
ほうもん

（スタ

ディツアー、ボランテイア、交流
こうりゅう

など）が可能
かのう

であり、誰
だれ

もが国際
こくさい

協 力
きょうりょく

への参加
さんか

を直接
ちょくせつ

実感
じっかん

で

きる。 
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○ これまで県内
けんない

のＮＧＯは、支援先
しえんさき

の住民
じゅうみん

やＮＧＯが、伝統的
でんとうてき

な暮
く

らし方
かた

、生産
せいさん

方法
ほうほう

を大切
たいせつ

にし、

地域
ちいき

の生態
せいたい

系
けい

や環境
かんきょう

を守
まも

りながら持続
じぞく

可能
かのう

な発展
はってん

をめざしていることから多
おお

くのことを学
まな

び、

私
わたし

たち自身
じしん

の生
い

き方
かた

、暮
く

らし方
かた

を顧
かえり

みるとともに、日本
にほん

と現地
げんち

との関係
かんけい

や国際
こくさい

社会
しゃかい

の現状
げんじょう

を問
と

い直
なお

す機会
きかい

としてきた。そしてこの学
まな

びを学校
がっこう

現場
げんば

や県民
けんみん

への開発
かいはつ

教育
きょういく

、またＯＤＡ政策
せいさく

提言
ていげん

活動
かつどう

などに反映
はんえい

させてきた。住民
じゅうみん

主体
しゅたい

の自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の実施
じっし

は、こうした活動
かつどう

をさらに

充実
じゅうじつ

、発展
はってん

させるものとなり、県民
けんみん

が多文化
た ぶ ん か

・多民族
たみんぞく

理解
りかい

を深
ふか

めることにつながる。外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

、

外国
がいこく

にルーツをもつ県民
けんみん

が増
ふ

え県
けん

の国際化
こくさいか

が日々
ひ び

すすんでいるなかで、彼
かれ

らの文化
ぶんか

・歴史
れきし

を知
し

り、

来日
らいにち

の経緯
けいい

や日本
にほん

での暮
く

らしの現状
げんじょう

を理解
りかい

することは、人
ひと

びとの相互
そうご

理解
りかい

を基盤
きばん

とした真
しん

の

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

することとなる。 
こうした観点

かんてん

からも直接的
ちょくせつてき

な途上
とじょう

国
こく

支援
しえん

は神奈川県
かながわけん

の国際
こくさい

施策
しさく

にとって欠
か

くことができない。 
 

(※8) ミレニアム開発
かいはつ

目標
もくひょう

（MDGｓ） 

   第
だい

3期
き

最終
さいしゅう

報告
ほうこく

 ｐ２５ ４ 参考
さんこう

資料
しりょう

（１）用語
ようご

解説
かいせつ

 ウ【ミレニアム開発
かいはつ

目標
もくひょう

（MDGs）】参照
さんしょう

 

２０００年
ねん

９月
がつ

の国連
こくれん

ミレニアムサミットで世界
せかい

各国
かくこく

の首脳
しゅのう

は、それぞれの国
くに

が平和
へいわ

、人権
じんけん

、民主
みんしゅ

主義
しゅぎ

、強 力
きょうりょく

なガバナンス、環境
かんきょう

の持続
じぞく

可能性
かのうせい

、貧困
ひんこん

撲滅
ぼくめつ

のための国際的
こくさいてき

取組
とりく

みを強化
きょうか

し、人間
にんげん

の尊厳
そんげん

、

平等
びょうどう

、公平
こうへい

の原則
げんそく

を推進
すいしん

することを公約
こうやく

し、ミレニアム宣言
せんげん

として採択
さいたく

。このミレニアム宣言
せんげん

を達成
たっせい

するためのロードマップ（工程表
こうていひょう

）としてミレニアム開発
かいはつ

目標
もくひょう

（ＭＤＧs）がまとめられた。 

目標
もくひょう

１：極度
きょくど

の貧困
ひんこん

と飢餓
き が

の撲滅
ぼくめつ

           目標
もくひょう

２：普遍的
ふへんてき

初等
しょとう

教育
きょういく

の達成
たっせい

 

目標
もくひょう

３：ジェンダーの平等
びょうどう

の推進
すいしん

と女性
じょせい

の地位
ち い

向上
こうじょう

  目標
もくひょう

４：乳幼児
にゅうようじ

死亡率
しぼうりつ

の削減
さくげん

 

目標
もくひょう

５：妊産婦
にんさんぷ

の健康
けんこう

の改善
かいぜん

    目標
もくひょう

６：HIV／エイズ、マラリア、その他
た

の疾病
しっぺい

の蔓延
まんえん

防止
ぼうし

 

目標
もくひょう

７：環境
かんきょう

の持続
じぞく

可能性
かのうせい

の確保
かくほ

  目標
もくひょう

８：開発
かいはつ

のためのグローバル・パートナーシップの推進
すいしん

 

 

 

住民
じゅうみん

主体
しゅたい

の自治体間
じ ち た い か ん

国際
こくさい

協力
きょうりょく

の取組
と り く

みを検討
けんとう

する会議
かい ぎ

の設置
せ っ ち

 

・検討
けんとう

会議
かいぎ

は県民
けんみん

、ＮＧＯ、諸団体
しょだんたい

（企業
きぎょう

、労働
ろうどう

組合
くみあい

、大学
だいがく

・研究
けんきゅう

機関
きかん

、協同
きょうどう

組合
くみあい

など）に所属
しょぞく

する個人
こじん

、県
けん

職員
しょくいん

などで構成
こうせい

する。 
・会議

かいぎ

では、各委員
かくいいん

の知識
ちしき

、経験
けいけん

、考
かんが

えを共有
きょうゆう

し、さまざまな観点
かんてん

から県
けん

をベースにした住民
じゅうみん

主体
しゅたい

の自治体間
じちたいかん

国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の可能性
かのうせい

を探
さぐ

る。 
・国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の内容
ないよう

は、途上
とじょう

国
こく

地域
ちいき

住民
じゅうみん

の経済的
けいざいてき

自立
じりつ

、生活
せいかつ

向上
こうじょう

のための協 力
きょうりょく

（生活
せいかつ

改善
かいぜん

、

保健
ほけん

・医療
いりょう

、環境
かんきょう

保全
ほぜん

、資源
しげん

再生
さいせい

・管理
かんり

、識
しき

教育
きょういく

、職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

、ゴミ処理
しょり

など）など。 
・実施

じっし

主体
しゅたい

としての「かながわプラットフォーム（仮称
かしょう

）」設立
せつりつ

を検討
けんとう

する。 
・現地

げんち

、神奈川
か な が わ

の両者
りょうしゃ

で共
とも

に学
まな

びあい、支
ささ

えあう関係
かんけい

を築
きず

く視点
してん

を重視
じゅうし

する。 
 ・その他

た

 
企業
きぎょう

と大学
だいがく

・研究所
けんきゅうじょ

は産業
さんぎょう

技術
ぎじゅつ

センターのデータベースを活用
かつよう

する 
外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

の出身
しゅっしん

国
こく

との関係性
かんけいせい

を生
い

かす 
企業
きぎょう

のCSRの観点
かんてん

から協 力
きょうりょく

の可能性
かのうせい

を探
さぐ

る 
関心
かんしん

団体
だんたい

へのアンケート、ワークショップなどの実施
じっし

を経
へ

てプロジェクト内容
ないよう

をつめる 

 

 

実施
じ っ し

イメージ 
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   ② より良
よ

い協働
きょうどう

のための体制
たいせい

づくり 

 

 ＜提言
ていげん

の趣旨
しゅし

＞ 

近年
きんねん

、県
けん

が力
ちから

を入
い

れている、ＮＧＯや外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

団体
だんたい

等
とう

との「協働
きょうどう

」の取組
とりく

みは、地域
ちいき

が持
も

つ潜在的
せんざいてき

な力
ちから

を引
ひ

き出
だ

し、新
あら

たな可能性
かのうせい

を呼
よ

び起
お

こすための方策
ほうさく

として、大
おお

いに期待
きたい

できるが、協働
きょうどう

事業
じぎょう

の

実施
じっし

をよりスムーズなものとし、その可能性
かのうせい

を最大限
さいだいげん

に引
ひ

き出
だ

すためには、組織
そしき

体制
たいせい

のあり方
かた

につい

ても、ここで今一度
いまいちど

、見直
みなお

す必要
ひつよう

があるように思
おも

われる。特
とく

にＮＧＯの目
め

から見
み

たとき、協働
きょうどう

のパー

トナーとしての行政
ぎょうせい

には、いくつかの課題
かだい

があることがよく言
い

われている。そこで、それらの課題
かだい

を

解消
かいしょう

し、より良
よ

い協働
きょうどう

を実現
じつげん

させるため、以下
い か

のような取組
とりく

みを提言
ていげん

したい。 
  

 

 

 

 

  

 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 県
けん

では、1970年代
ねんだい

の初
はじ

めから、全国
ぜんこく

に先駆
さきが

けて、「民際
みんさい

外交
がいこう

」「内
うち

なる国際化
こくさいか

」「民際
みんさい

協 力
きょうりょく

」「非核
ひかく

宣言
せんげん

自治体
じ ち た い

」等
とう

の取組
とりく

みを積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

し、行政
ぎょうせい

とＮＧＯ、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

が相互
そうご

理解
りかい

の上
うえ

に立
た

っ

て、協 力
きょうりょく

・連携
れんけい

しながら様々
さまざま

な事業
じぎょう

を進
すす

め、多大
ただい

な実績
じっせき

をあげてきた歴史
れきし

がある。 

 

○ しかし、県
けん

職員
しょくいん

は、多
おお

くの場合
ばあい

３年
ねん

程度
ていど

で異動
いどう

してしまい、引継
ひきつ

ぎも十分
じゅうぶん

な時間
じかん

をかけて行
おこな

われないため、関連
かんれん

部署
ぶしょ

においても、過去
か こ

の貴重
きちょう

な経験
けいけん

が十分
じゅうぶん

に引
ひ

き継
つ

がれていないケースが

しばしば見受
み う

けられる。 

 

○ 特
とく

に、県民部
けんみんぶ

国際課
こくさいか

においては、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の地域
ちいき

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、ＮＧＯや民族
みんぞく

団体
だんたい

等
とう

と協働
きょうどう

で事業
じぎょう

を進
すす

めていくことが不可欠
ふ か け つ

であり、担当
たんとう

職員
しょくいん

には、正
ただ

しい歴史
れきし

認識
にんしき

と県
けん

の国際
こくさい

施策
しさく

の経緯
けいい

を熟知
じゅくち

した上
うえ

で仕事
しごと

に取
と

り組
く

むことが望
のぞ

まれる。 

 

 

○ 次
つぎ

のような経験者
けいけんしゃ

を講師
こうし

として、県
けん

職員
しょくいん

の研修会
けんしゅうかい

を実施
じっし

する。 

・ 国際課
こくさいか

（国際
こくさい

交流課
こうりゅうか

）で、韓国
かんこく

・中国
ちゅうごく

との友好
ゆうこう

提携
ていけい

事業
じぎょう

、「たみちゃんシリーズ」他
ほか

の啓発
けいはつ

冊子
さっし

の制作
せいさく

、非核
ひかく

宣言
せんげん

自治体
じ ち た い

会議
かいぎ

、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
かいぎ

、ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
かいぎ

、あーすフェスタかながわ等
とう

の事業
じぎょう

の立
た

ち上
あ

げに関
かか

わった県
けん

職員
しょくいん

（ＯＢ） 

・ 上記
じょうき

のような事業
じぎょう

に、ＮＧＯ、民族
みんぞく

団体
だんたい

等
とう

の立場
たちば

から関
かか

わった関係者
かんけいしゃ

 

○ 国際課
こくさいか

職員
しょくいん

が、地域
ちいき

の国際化
こくさいか

の「現場
げんば

」を知
し

るため、次
つぎ

のような場所
ばしょ

を訪
たず

ね、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

や

ＮＧＯ関係者
かんけいしゃ

と意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

う研修会
けんしゅうかい

を実施
じっし

する。 

・ 川崎市
かわさきし

おうひん地区
ち く

  ・横浜市
よこはまし

鶴見区
つ る み く

潮田
うしおだ

地区
ち く

  ・いちょう団地
だんち

とその周辺
しゅうへん

地域
ちいき

 

・ 国際
こくさい

協 力
きょうりょく

や地域
ちいき

の国際化
こくさいか

に関
かか

わる活動
かつどう

をしているＮＧＯの事務所
じ む し ょ

 

 

提言
ていげん

10 県
けん

職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

について 
県
けん

職員
しょくいん

が、地域
ちいき

の国際化
こくさいか

の現状
げんじょう

と、県
けん

がこれまで行
おこな

ってきた国際
こくさい

施策
しさく

の歴史
れきし

と意義
い ぎ

を正
ただ

しく理解
りかい

し、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

やＮＧＯ等
とう

と協 力
きょうりょく

・連携
れんけい

しながら事業
じぎょう

を進
すす

めていくため

の共通
きょうつう

認識
にんしき

を持
も

つことができるよう、研修
けんしゅう

の内容
ないよう

を充実
じゅうじつ

させる。 

実施
じ っ し

イメージ 
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 ＜理由
りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 近年
きんねん

、行政
ぎょうせい

と市民
しみん

団体
だんたい

等
とう

による「協働
きょうどう

事業
じぎょう

」の重要性
じゅうようせい

が広
ひろ

く認識
にんしき

され、県
けん

においても、そ

うした取組
とりく

みには特
とく

に力
ちから

を入
い

れているが、協働
きょうどう

で事業
じぎょう

を進
すす

めるためには、相手方
あいてがた

との信頼
しんらい

関係
かんけい

や、取
と

り組
く

む課題
かだい

や事業
じぎょう

の経緯
けいい

についての十分
じゅうぶん

な知識
ちしき

と理解
りかい

が不可欠
ふ か け つ

であるため、従来
じゅうらい

の

公務員
こうむいん

の仕事
しごと

のように「人
ひと

が替
か

わっても同
おな

じように」進
すす

めることが難
むずか

しい性質
せいしつ

がある。 
 
○ しかし、県

けん

職員
しょくいん

は、多
おお

くの場合
ばあい

３年
ねん

程度
ていど

で異動
いどう

してしまうため、関連
かんれん

部署
ぶしょ

においても、経験
けいけん

が

十分
じゅうぶん

に引
ひ

き継
つ

がれず、ＮＧＯや外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

は、担当
たんとう

職員
しょくいん

が替
か

わるたびに、また最初
さいしょ

から経緯
けいい

を

説明
せつめい

しなければならず、しかも、それまで国際
こくさい

分野
ぶんや

にまったく縁
えん

のない仕事
しごと

をしてきた職員
しょくいん

を

相手
あいて

にせざるを得
え

ないことも多
おお

いため、協働
きょうどう

で事業
じぎょう

を進
すす

めようとする際
さい

に不必要
ふひつよう

に時間
じかん

と

労力
ろうりょく

を消耗
しょうもう

させられるという問題
もんだい

が繰
く

り返
かえ

し起
お

きてきた。 
 
○ ＮＧＯ、民族

みんぞく

団体
だんたい

、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

等
とう

と「顔
かお

の見
み

える」関係
かんけい

を築
きず

き、相互
そうご

理解
りかい

と信頼
しんらい

関係
かんけい

の上
うえ

に立
た

って事業
じぎょう

を進
すす

めていくためにも、現在
げんざい

の異動
いどう

システムを見直
みなお

し、担当
たんとう

職員
しょくいん

がある程度
ていど

の長期
ちょうき

（６

～８年
ねん

程度
ていど

）にわたって、責任
せきにん

を持
も

って仕事
しごと

に取
と

り組
く

むことができるようにすることが求
もと

められ

ている。 
 
○ そうしたことが、県

けん

職員
しょくいん

一人
ひとり

ひとりの「やる気
き

」にもつながり、協働
きょうどう

の相手方
あいてがた

となるＮＧＯ、

民族
みんぞく

団体
だんたい

、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

等
とう

の信頼
しんらい

を得
え

る上
うえ

でも必
かなら

ず効果
こうか

をもたらし、協働
きょうどう

事業
じぎょう

のさらなる発展
はってん

、

充実
じゅうじつ

が実現
じつげん

するものと期待
きたい

される。 
 
 
 

 
○ 県

けん

職員
しょくいん

の異動
いどう

頻度
ひんど

について、ＮＧＯ関係者
かんけいしゃ

、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

、（財
ざい

）かながわ国際
こくさい

交流
こうりゅう

財団
ざいだん

職員
しょくいん

、

県
けん

職員
しょくいん

の意識
いしき

調査
ちょうさ

（アンケート）を実施
じっし

し、異動
いどう

のあり方
かた

（頻度
ひんど

）を見直
みなお

すためのデータを得
え

る。 
○ 上記

じょうき

の調査
ちょうさ

結果
けっか

に基
もと

づき、県
けん

職員
しょくいん

の異動
いどう

を、特
とく

にＮＧＯ、民族
みんぞく

団体
だんたい

、市民
しみん

団体
だんたい

等
とう

との協働
きょうどう

事業
じぎょう

を担当
たんとう

する職員
しょくいん

については、６～８年
ねん

程度
ていど

とする方向
ほうこう

で見直
みなお

す。 
 

 

提言
ていげん

11 県
けん

職員
しょくいん

の異動
いどう

期間
きかん

の見直
みなお

しについて 
県
けん

職員
しょくいん

の異動
いどう

の期間
きかん

（原則
げんそく

として３～４年
ねん

）を見直
みなお

し、特
とく

にＮＧＯ、民族
みんぞく

団体
だんたい

、市民
しみん

団体
だんたい

等
とう

と協働
きょうどう

で取
と

り組
く

む事業
じぎょう

を担当
たんとう

する職員
しょくいん

については、６～８年
ねん

の間
あいだ

、責任
せきにん

を持
も

っ

て仕事
しごと

に取
と

り組
く

めるようにする。 

実施
じ っ し

イメージ 



 23

 
 

 
 
＜理由

りゆう

・背景
はいけい

＞ 

○ 神奈川県
かながわけん

では、職員
しょくいん

の採用
さいよう

に関
かん

し、既
すで

に一部
いちぶ

の職種
しょくしゅ

を除
のぞ

いて国籍
こくせき

条項
じょうこう

を撤廃
てっぱい

しているが、実際
じっさい

に県
けん

職員
しょくいん

として働
はたら

く外国人
がいこくじん

は、まだ決
けっ

して多
おお

いとは言
い

えない。「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

」の理念
りねん

を掲
かか

げ、

外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

と共
とも

に地域
ちいき

社会
しゃかい

づくりを進
すす

めようとしている県民部
けんみんぶ

国際課
こくさいか

でさえ、外
がい

国籍
こくせき

の職員
しょくいん

は、

ほとんどいないのが現状
げんじょう

である。 
 
○ しかし、多文化

た ぶ ん か

共生
きょうせい

の社会
しゃかい

づくりを進
すす

める上
うえ

で、外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

の「当事者
とうじしゃ

」としての視点
してん

が非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

であることは、言
い

うまでもない。また、外国人
がいこくじん

の持
も

つ豊
ゆた

かな文化
ぶんか

や経験
けいけん

、多様
たよう

な価値観
か ち か ん

を

活
い

かすことによって、いわゆる「神奈川力
かながわりょく

」が、より一層
いっそう

、高
たか

まることが期待
きたい

される。 
 
○ 学校

がっこう

現場
げんば

においては、真
しん

の国際
こくさい

理解
りかい

を進
すす

め、子
こ

どもたちが地球
ちきゅう

市民
しみん

としての豊
ゆた

かな感性
かんせい

を身
み

に付
つ

けるためにも、外国人
がいこくじん

が、国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

のゲストとして招
まね

かれるのではなく、子
こ

どもたちと日々
ひ び

接
せっ

する教師
きょうし

として活躍
かつやく

することが期待
きたい

されている。それは、同時
どうじ

に、同僚
どうりょう

となる日本人
にほんじん

の教師
きょうし

に

とっても、多様
たよう

な価値観
か ち か ん

、ものの見方
みかた

にふれる機会
きかい

が増
ふ

えることになり、多文化化
た ぶ ん か か

、価値
か ち

の多様化
た よ う か

が進
すす

み、従来
じゅうらい

のやり方
かた

では対応
たいおう

が難
むずか

しくなっている教育
きょういく

現場
げんば

において、教師
きょうし

が新
あら

たな状 況
じょうきょう

に対応
たいおう

できる力
ちから

を身
み

に付
つ

けることにも資
し

すると考
かんが

えられる。 
 
○ 地方

ちほう

公務員
こうむいん

の外国人
がいこくじん

採用
さいよう

については、1953（昭和
しょうわ

28）年
ねん

、内閣
ないかく

法制局
ほうせいきょく

の見解
けんかい

により、国家
こっか

統治
とうち

作用
さよう

に関係
かんけい

するポストには外国人
がいこくじん

の任用
にんよう

は認
みと

められないとする「公務員
こうむいん

に関
かん

する当然
とうぜん

の法理
ほうり

」に

基
もと

づく国籍
こくせき

要件
ようけん

があり、教員
きょういん

の採用
さいよう

についても、この考
かんが

えを基礎
き そ

とし、文部省
もんぶしょう

教育
きょういく

助成
じょせい

局 長
きょくちょう

通知
つうち

（平成
へいせい

３年
ねん

３月
がつ

22日
にち

）により、「教諭
きょうゆ

」ではなく、学校
がっこう

運営
うんえい

への参画
さんかく

ができない「常勤
じょうきん

講師
こうし

」

として採用
さいよう

するよう指導
しどう

されているが、これは、様々
さまざま

な文化
ぶんか

、民族
みんぞく

が互
たが

いに認
みと

め理解
りかい

し、共
とも

に生
い

きる社会
しゃかい

を作
つく

るため県
けん

が策定
さくてい

した国際
こくさい

施策
しさく

推進
すいしん

指針
ししん

で掲
かか

げている「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の地域
ちいき

社会
しゃかい

づく

り」の実現
じつげん

などとは相容
あいい

れないものである。 
 
○ 共生

きょうせい

、理解
りかい

、平和
へいわ

、協働
きょうどう

は、それぞれの立場
たちば

、見解
けんかい

の相違
そうい

があっても平等
びょうどう

に機会
きかい

が与
あた

えられ

た上
うえ

で初
はじ

めて実現
じつげん

に繋
つな

がるものである。外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

の県
けん

職員
しょくいん

、教員
きょういん

への任用
にんよう

は、外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

の就 職
しゅうしょく

差別
さべつ

問題
もんだい

を解決
かいけつ

し、真
しん

の「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

」社会
しゃかい

を実現
じつげん

していく上
うえ

で、県内
けんない

はもとより、

多
おお

くの自治体
じ ち た い

や地域
ちいき

のモデルとなる、非常
ひじょう

に大
おお

きな意義
い ぎ

を持
も

っている。 
 

 
○ 県

けん

は、国
くに

に対
たい

し、「公務員
こうむいん

に関
かん

する当然
とうぜん

の法理
ほうり

」に基
もと

づく国籍
こくせき

要件
ようけん

に関
かん

する見解
けんかい

を見直
みなお

し、

文部省
もんぶしょう

教育
きょういく

助成
じょせい

局 長
きょくちょう

通知
つうち

を改
あらた

めるよう要請
ようせい

する。 
○ 県

けん

は、県
けん

人事
じんじ

委員会
いいんかい

、教育
きょういく

委員会
いいんかい

、外郭
がいかく

団体
だんたい

、関連
かんれん

団体
だんたい

などに、外
がい

国籍
こくせき

の県
けん

職員
しょくいん

、県
けん

立
りつ

学校
がっこう

教諭
きょうゆ

の積極的
せっきょくてき

な任用
にんよう

を呼
よ

びかけ、実現
じつげん

へ向
む

けての具体的
ぐたいてき

なプログラムを策定
さくてい

する。 

提言
ていげん

12 外
がい

国籍
こくせき

職員
しょくいん

の積極的
せっきょくてき

な任用
にんよう

について 
 県
けん

は、多様
たよう

な国籍
こくせき

、文化
ぶんか

を持
も

つ人々
ひとびと

の力
ちから

を活
い

かし、真
しん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を築
きず

くため、

外
がい

国籍
こくせき

の人々
ひとびと

を県
けん

職員
しょくいん

及
およ

び県
けん

立
りつ

学校
がっこう

教諭
きょうゆ

として積極的
せっきょくてき

に任用
にんよう

する。 

実施
じ っ し

イメージ 
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Ⅱ 提言
ていげん

以外
いがい

に協議
きょうぎ

された事項
じこう

 
 

○ 日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

に関
かん

する情報
じょうほう

の提供
ていきょう

について 

 
・ (財

ざい

)かながわ国際
こくさい

交流
こうりゅう

財団
ざいだん

が、ホームページで県内
けんない

の日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

などのデータベースとしてまと

めた「かながわ日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

マップ」を紹介
しょうかい

するなど、情報
じょうほう

は提供
ていきょう

されているが必要
ひつよう

な情報
じょうほう

は

必
かなら

ずしもボランティアや学習者
がくしゅうしゃ

に届
とど

いていないのが現状
げんじょう

である 
 
・ 生活

せいかつ

に密着
みっちゃく

した情報
じょうほう

（例
れい

：自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

習得
しゅうとく

）など日本語
に ほ ん ご

学習者
がくしゅうしゃ

にと

って必要性
ひつようせい

の高
たか

い具体的
ぐたいてき

な目標
もくひょう

に効果的
こうかてき

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

することはできないか 
 
・ ボランティアグループが日本語

に ほ ん ご

教室
きょうしつ

等
とう

で教
おし

える生活
せいかつ

に密着
みっちゃく

した情報
じょうほう

等
とう

を県
けん

が提供
ていきょう

した場合
ばあい

、

県
けん

が日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

等
とう

の評価
ひょうか

をしているともとられかねないため、提供
ていきょう

する情報
じょうほう

を客観的
きゃくかんてき

に判断
はんだん

することは難
むずか

しいのではないか 
 
・ 日本語

に ほ ん ご

を学
まな

びたい外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

が必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を効果的
こうかてき

に提供
ていきょう

する方法
ほうほう

として、福祉
ふくし

の分野
ぶんや

に見
み

ら

れる民生
みんせい

委員
いいん

やケースワーカーなど、学習者
がくしゅうしゃ

（相談者
そうだんしゃ

）のニーズに応
こた

えられる人材
じんざい

を配置
はいち

した方
ほう

がよいのではないか 
 
・ ボランティアグループが既存

きぞん

のデータベース等
とう

を活用
かつよう

してお互
たが

いにアンテナを張
は

って横
よこ

の連携
れんけい

を

図
はか

ればよいのではないか 
 
・ （事務局

じむきょく

）文化庁
ぶんかちょう

の「文化
ぶんか

審議会
しんぎかい

国語
こくご

分科会
ぶんかかい

日本語
に ほ ん ご

小委員会
しょういいんかい

」において、都道府県
とどうふけん

の役割
やくわり

として

日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

をコーディネートする人材
じんざい

を配置
はいち

するといったことが審議
しんぎ

されている 
 
 
● 「日本語

に ほ ん ご

学習
がくしゅう

に関
かん

する情報
じょうほう

の提供
ていきょう

について」は、すでに提供
ていきょう

されている情報
じょうほう

を必要
ひつよう

としてい

る人
ひと

に効果的
こうかてき

に提供
ていきょう

する人材
じんざい

の配置
はいち

や日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

同士
どうし

の情報
じょうほう

交換
こうかん

の必要性
ひつようせい

等
とう

を引
ひ

き続
つづ

き協議
きょうぎ

することが望
のぞ

ましいとして、第
だい

5期
き

会議
かいぎ

では提言
ていげん

に至
いた

らなかったものの、協議
きょうぎ

した内容
ないよう

を「提言
ていげん

以外
いがい

に協議
きょうぎ

された事項
じこう

」として報告
ほうこく

に盛
も

り込
こ

むこととした。 
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Ⅲ 会議
かいぎ

･活動
かつどう

状 況
じょうきょう

 
 
(本
ほん

会議
かいぎ

12回
かい

、予備
よ び

会議
かいぎ

2回
かい

) 

回
かい

 開催
かいさい

日
び

･場所
ばしょ

 協
きょう

 議
ぎ

 内
ない

 容
よう

 

１ 

2006.11.12(日
にち

) 
10:50～12:40 
神奈川
か な が わ

県庁
けんちょう

 

・ 事務局
じむきょく

から会議
かいぎ

の目的
もくてき

や運営
うんえい

方法
ほうほう

等
とう

を説明
せつめい

した 
・ 今後

こんご

の会議
かいぎ

日程
にってい

について 
・ かながわ国際

こくさい

政策
せいさく

推進
すいしん

懇話会
こんわかい

会長
かいちょう

の講話
こうわ

 
※会議

かいぎ

に先立
さきだ

ち、委員
いいん

委嘱式
いしょくしき

を実施
じっし

 

２ 

2006.12.23(土
ど

) 
14:00～16:40 

地球
ちきゅう

市民
しみん

かながわプラザ 

・ 「ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
かいぎ

運営
うんえい

要領
ようりょう

」の改正
かいせい

案
あん

及
およ

び

「ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
かいぎ

傍聴
ぼうちょう

要領
ようりょう

」の策定
さくてい

案
あん

を説明
せつめい

した 
・ 事務局

じむきょく

から第
だい

1～4期
き

の提言
ていげん

に対
たい

する施策化
し さ く か

状 況
じょうきょう

等
とう

を説明
せつめい

した

・ 委員長
いいんちょう

及
およ

び副委員長
ふくいいんちょう

の選出
せんしゅつ

について 
・ 今後

こんご

の協議
きょうぎ

テーマについて 

３ 

2007.2.6(火
か

) 
18:00～20:15 

かながわ県民
けんみん

センター 

・ 今後
こんご

の会議
かいぎ

の進
すす

め方
かた

について 
・ かながわ国際

こくさい

施策
しさく

推進
すいしん

指針
ししん

及
およ

び指針
ししん

関連
かんれん

事業
じぎょう

に係
かか

わる平成
へいせい

18
年度
ねんど

予算
よさん

等
とう

について 
・ 知識

ちしき

・情報
じょうほう

の共有化
きょうゆうか

について 

４ 

2007.4.7(土
ど

) 
10:00～12:30 

地球
ちきゅう

市民
しみん

かながわプラザ 

・ 知識
ちしき

・情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

を図
はか

るため、各委員
かくいいん

及
およ

び事務局
じむきょく

が持
も

つ情報
じょうほう

を説明
せつめい

した 
 

５ 

2007.7.21(土
ど

) 
9:30～12:10 

地球
ちきゅう

市民
しみん

かながわプラザ 

・ 第
だい

1期
き

～第
だい

4期
き

提言
ていげん

の整理
せいり

・確認
かくにん

 
・各委員
かくいいん

が第
だい

1期
き

～第
だい

4期
き

提言
ていげん

を分類
ぶんるい

ごとに分析
ぶんせき

した内容
ないよう

を報告
ほうこく

し

た 
 

６ 

2007.9.8(土
ど

) 
9:30～12:03 

地球
ちきゅう

市民
しみん

かながわプラザ 

・ 第
だい

5期
き

の提言
ていげん

について 
・各委員

かくいいん

が第
だい

1期
き

～第
だい

4期
き

提言
ていげん

の施策化
し さ く か

状 況
じょうきょう

の分析
ぶんせき

を元
もと

に第
だい

5期
き

の提言
ていげん

について協議
きょうぎ

した 

７ 

2007.11.10(土
ど

) 
9:30～12:05 
13:00～14:10 

地球
ちきゅう

市民
しみん

かながわプラザ 

・ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を考
かんが

えるワークショップ「ヌルルさんの問題
もんだい

」を

題材
だいざい

に実践
じっせん

した 
・ 第

だい

5期
き

の提言
ていげん

について 
・外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

支援
しえん

、教育
きょういく

、海外
かいがい

協 力
きょうりょく

について委員
いいん

が分担
ぶんたん

して

たたき台
だい

を作成
さくせい

することを決定
けってい

した 
・ 外

がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
かいぎ

委員
いいん

との意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

った 
・ オープン会議

かいぎ

を 2008(平成
へいせい

20)年
ねん

2月
がつ

2日
にち

（土
ど

）に開催
かいさい

することを

決定
けってい

した 
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回
かい

 開催
かいさい

日
び

･場所
ばしょ

 協
きょう

 議
ぎ

 内
ない

 容
よう

 

８ 

2007.12.5(水
すい

) 
18:30～20:55 

かながわ県民
けんみん

センター 

・ オープン会議
かいぎ

を外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
かいぎ

と合同
ごうどう

で開催
かいさい

すること

を決定
けってい

した 
・ 提言

ていげん

内容
ないよう

を協議
きょうぎ

し、オープン会議
かいぎ

に向
む

けて提言
ていげん

案
あん

を作成
さくせい

するこ

とを決定
けってい

した 

予備
よ び

① 

2008.1.24(月
げつ

) 
18:30～21:00 

かながわ県民
けんみん

センター 

・ オープン会議
かいぎ

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

と提言
ていげん

骨子
こっし

案
あん

について協議
きょうぎ

した 
 

９ 

2008.2.2(土
ど

) 
12:30～15:30 

地球
ちきゅう

市民
しみん

かながわプラザ 

 オープン会議
かいぎ

を開催
かいさい

 
・ 委員

いいん

がこれまで協議
きょうぎ

してきた内容
ないよう

を提言
ていげん

骨子
こっし

案
あん

として説明
せつめい

し、

ＮＧＯや県民
けんみん

の方
かた

から意見
いけん

を聴取
ちょうしゅ

した 

10 

2008.4.17(木
もく

) 
18:30～20:55 

かながわ県民
けんみん

センター 

・ 提言
ていげん

内容
ないよう

について協議
きょうぎ

した 

11 

2008.7.14(月
げつ

) 
18:30～21:00 

かながわ県民
けんみん

センター 

・ 最終
さいしゅう

報告
ほうこく

案
あん

について協議
きょうぎ

した 
 

予備
よ び

② 

2008.8.25(月
げつ

) 
18:30～21:00 

かながわ県民
けんみん

センター 

・ 最終
さいしゅう

報告
ほうこく

案
あん

について協議
きょうぎ

した 
 

12 

2008.9.20(土
ど

) 
10:00～12:00 

地球
ちきゅう

市民
しみん

かながわプラザ 

・ 最終
さいしゅう

報告
ほうこく

についてとりまとめた 
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Ⅳ 参考
さんこう

資料
しりょう

 

１ 在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教育
きょういく

方針
ほうしん

 －多文化共生
たぶんかきょうせい

の教育
きょういく

をめざして－ 

（2001(平成
へいせい

13)年
ねん

6月
がつ

 大阪市
おおさかし

教育
きょういく

委員会
いいんかい

） 

《はじめに》  

21世紀
せいき

は人権
じんけん

の世紀
せいき

と言
い

われ、国際的
こくさいてき

にも国内的
こくないてき

にも人権尊重
じんけんそんちょう

の社会
しゃかい

の実現
じつげん

が求
もと

められている。  

2000年
ねん

12月
がつ

末
まつ

現在
げんざい

、大阪市
おおさかし

における外国人登録人口
がいこくじんとうろくじんこう

は 118,308人
にん

であり、そのうち国籍
こくせき

別
べつ

では韓国
かんこく

･

朝 鮮
ちょうせん

が 81.2％にあたる 96,115人
にん

である。また、中 国
ちゅうごく

からの帰国者
きこくしゃ

や近年
きんねん

の国際化
こくさいか

の進展
しんてん

に伴
ともな

い来日
らいにち

す

る外国人
がいこくじん

が年々
ねんねん

増大
ぞうだい

し、民族
みんぞく

や文化
ぶんか

の多様性
たようせい

が拡大
かくだい

している。このような今日的
こんにちてき

状 況
じょうきょう

をふまえ「多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

けての総合的
そうごうてき

・体系的
たいけいてき

な施策
しさく

が必要
ひつよう

である。 

本市
ほんし

では、これまで「大阪市
おおさかし

人権教育
じんけんきょういく

のための国連
こくれん

10年
ねん

行動
こうどう

計画
けいかく

」（1997年
ねん

）、「大阪市
おおさかし

外国籍住民
がいこくせきじゅうみん

施策
しさく

基本
きほん

指針
ししん

」（1998年
ねん

）、「大阪市
おおさかし

人権
じんけん

行 政
ぎょうせい

基本
きほん

方針
ほうしん

」（1999年
ねん

）、「大阪市
おおさかし

人権尊重
じんけんそんちょう

の社会
しゃかい

づくり条 例
じょうれい

」（2000
年
ねん

）を策定
さくてい

した。これに基
もと

づき、「国際
こくさい

人権
じんけん

都市
と し

大阪
おおさか

」として様々
さまざま

な施策
しさく

を推進
すいしん

している。 

また、本市
ほんし

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

では、1970年
ねん

以来
いらい

、学校
がっこう

教 育
きょういく

指針
ししん

に「在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

（主
しゅ

として在日
ざいにち

する韓国
かんこく

･

朝鮮人
ちょうせんじん

）の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

の教 育
きょういく

」を示
しめ

すとともに、「人権
じんけん

教 育
きょういく

基本
きほん

方針
ほうしん

」（1999年
ねん

）を策定
さくてい

し、日本人
にほんじん

と在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

が共
とも

に学
まな

び、共
とも

に生
い

きるため、互
たが

いの人権
じんけん

を尊 重
そんちょう

し、ちがいを豊
ゆた

かさ

として認
みと

め合
あ

う子
こ

どもを育
そだ

てる教 育
きょういく

実践
じっせん

に取
と

り組
く

んできた。 
しかし、在日

ざいにち

外国人
がいこくじん

に対
たい

する民族的
みんぞくてき

偏見
へんけん

や差別
さべつ

意識
いしき

は根強
ねづよ

く、幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

の人権
じんけん

を侵
おか

す差別
さべつ

事象
じしょう

や自由
じゆう

な進路
しんろ

選択
せんたく

を阻
はば

む排
はい

外
がい

的
てき

な事象
じしょう

も後
あと

を絶
た

たない。さらに、基本的
きほんてき

な人格権
じんかくけん

とされている自
みずか

らの

本 名
ほんみょう

（民族名
みんぞくめい

）を名
な

のることが困難
こんなん

な 状 況
じょうきょう

が存在
そんざい

するなど、早 急
そうきゅう

に解決
かいけつ

すべき課題
かだい

が多
おお

く残
のこ

されて

いる。 
「国際
こくさい

人権
じんけん

規約
きやく

」(1979年
ねん

）、「児童
じどう

の権利
けんり

に関
かん

する条 約
じょうやく

」(1994年
ねん

)は、その国
くに

に在 住
ざいじゅう

する外国人
がいこくじん

が

《自己
じ こ

の文化
ぶんか

を享
きょう

有
ゆう

し、自己
じ こ

の言語
げんご

を使用
しよう

すること》を民族固有
みんぞくこゆう

の権利
けんり

として規定
きてい

し、締約国
ていやくこく

である日本
にほん

をはじめとして、当該国
とうがいこく

はその権利
けんり

を尊 重
そんちょう

し、保障
ほしょう

する国際法上
こくさいほうじょう

の責任
せきにん

と義務
ぎ む

を負
お

うことを定
さだ

めている。 

国籍
こくせき

の如何
いかん

を問
と

わず民族的
みんぞくてき

・文化的背景
ぶんかてきはいけい

の異
こと

なるすべての人々
ひとびと

が差別
さべつ

され、疎外
そがい

されることなく、自
みずか

ら

の民族的
みんぞくてき

アイデンティティを豊
ゆた

かにはぐくみ合
あ

える社会
しゃかい

をめざすうえで、自己
じ こ

の言語
げんご

、文化
ぶんか

および歴史
れきし

を学
まな

ぶことは当然
とうぜん

の権利
けんり

であり、欠
か

くことのできないことである。 

本市
ほんし

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

は、これらの国際条約
こくさいじょうやく

やこれまでの諸施策
しょしさく

をふまえるとともに、各校園
かくこうえん

で取
と

り組
く

んで

きた在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

の成果
せいか

の上
うえ

に立
た

ち、今日的課題
こんにちてきかだい

に対応
たいおう

するために、新
あら

たに「在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

基本
きほん

方針
ほうしん

」を策定
さくてい

した。これは、本市校園
ほんしこうえん

における在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

の基本理念
きほんりねん

とその具現化
ぐ げ ん か

を図
はか

るための方針
ほうしん

を示
しめ

すものである。  

 
《基本
きほん

認識
にんしき

》  

民族
みんぞく

や文化
ぶんか

の多様性
たようせい

がますます拡大
かくだい

しつつある社会
しゃかい

にあって、「多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」を実現
じつげん

することは

国際人権都市大阪
こくさいじんけんとしおおさか

の重 要
じゅうよう

課題
かだい

である。民族的
みんぞくてき

・文化的背景
ぶんかてきはいけい

の異
こと

なるすべての子
こ

どもが、ちがいをちがいと

して認
みと

め合
あ

い、それぞれの民族的
みんぞくてき

アイデンティティを尊 重
そんちょう

し、はぐくみ合
あ

える教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ること

が肝要
かんよう

である。 

各
かく

校
こう

園
えん

では、これまで、日本人
にほんじん

の子
こ

どもと在日
ざいにち

する外国人
がいこくじん

の子
こ

どもの共 生
きょうせい

をめざす国際
こくさい

理解
りかい

教 育
きょういく

、

また「日本語
に ほ ん ご

を母語
ぼ ご

としない外国人
がいこくじん

の子
こ

ども」の日本語指導
にほんごし どう

や自立
じりつ

を図
はか

る指導
しどう

、さらには在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

をはじめ、帰国
きこく

・来日等
らいにちとう

の子
こ

どもの民族的
みんぞくてき

アイデンティティの保持
ほ じ

・伸 長
しんちょう

を重 要
じゅうよう

な課題
かだい

としてきた。こ
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れは「民族
みんぞく

として生
い

きる権利
けんり

を保障
ほしょう

する」ことを謳
うた

う国際条約
こくさいじょうやく

の精神
せいしん

に合致
がっち

するものである。 

このような在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

の取
と

り組
く

みを一層推進
いっそうすいしん

するにあたっては、日本
にほん

と外国
がいこく

とのこれまでの

歴史的経緯
れきしてきけいい

や関係
かんけい

などをふり返
かえ

る必要
ひつよう

がある。 

日本
にほん

と朝 鮮
ちょうせん

半島
はんとう

とは、地理的
ち り て き

にも近
ちか

く、古代
こだい

より人々
ひとびと

の往
おう

来
らい

や文化
ぶんか

・技術
ぎじゅつ

の交 流
こうりゅう

などを通
つう

じて密接
みっせつ

な

関係
かんけい

を築
きず

くなど、おおむね友好関係
ゆうこうかんけい

にあったといえる。しかしながら、1910（明治
めいじ

43）年
ねん

「韓国
かんこく

併合
へいごう

」

を機
き

にした日本
にほん

の「土地
と ち

調査
ちょうさ

事業
じぎょう

」「産
さん

米
まい

増産
ぞうさん

計画
けいかく

」などの植民地
しょくみんち

政策
せいさく

により、朝鮮半島
ちょうせんはんとう

の人々
ひとびと

の多
おお

く

が生活
せいかつ

基盤
きばん

を奪
うば

われ、仕事
しごと

を求
もと

めて日本
にほん

に移
うつ

り住
す

むことを余儀
よ ぎ

なくされた。さらに「創
そう

氏
し

改名
かいめい

」や日本語使用
にほんごし よう

の強 要
きょうよう

などによる同化政策
どうかせいさく

が推
お

し進
すす

められ、朝 鮮
ちょうせん

の人々
ひとびと

の反感
はんかん

を強
つよ

めた。戦後
せんご

、200万
まん

を越
こ

す朝 鮮
ちょうせん

の

人々
ひとびと

が日本
にほん

に住
す

んでいたが、自国
じこく

の独立後
どくりつご

、多
おお

くの人々
ひとびと

が帰国
きこく

した。一方
いっぽう

、いろいろな事情
じじょう

で日本
にほん

に残
のこ

る

ことを余儀
よ ぎ

なくされた朝 鮮
ちょうせん

の人々
ひとびと

は、自民族
じみんぞく

の言語
げんご

や歴史
れきし

、文化
ぶんか

を取
と

り戻
もど

す事
こと

を願
ねが

って全国
ぜんこく

に民族学校
みんぞくがっこう

を

建設
けんせつ

したが、当時
とうじ

のＧＨＱの政策
せいさく

の下
もと

、日本政府
にほんせいふ

によって閉鎖
へいさ

を強
し

いられ、その後
ご

、在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の

子
こ

どもたちの多
おお

くは日本
にほん

の公立学校
こうりつがっこう

に就 学
しゅうがく

せざるを得
え

なくなった。その結果
けっか

、在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

に対
たい

す

る民族的
みんぞくてき

アイデンティティをはぐくむ教 育
きょういく

が再
ふたた

び困難
こんなん

になる状 況
じょうきょう

が 生
しょう

じた。 

一方
いっぽう

、1972（昭和
しょうわ

47）年
ねん

の日中国交回復
にっちゅうこっこうかいふく

によって、1980年後半
ねんこうはん

から中国残留日本人
ちゅうごくざんりゅうにほんじん

の帰国
きこく

が急 増
きゅうぞう

するとともに、国際化
こくさいか

の進展
しんてん

に伴
ともな

う日系外国人
にっけいがいこくじん

をはじめ留 学
りゅうがく

、就 労
しゅうろう

、国際結婚
こくさいけっこん

など様々
さまざま

な事由
じゆう

で来日
らいにち

する外国人
がいこくじん

が増加
ぞうか

している。これら帰国
きこく

・来日等
らいにちとう

の子
こ

どもの教 育
きょういく

にどう対応
たいおう

するかが一段
いちだん

と求
もと

められる

ようになってきている。 

そのような経緯
けいい

をふまえ、本市
ほんし

においては、学校
がっこう

教 育
きょういく

指針
ししん

により、すべての校園
こうえん

で人権尊重
じんけんそんちょう

の精神
せいしん

に

基
もと

づく在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

の推進
すいしん

を図
はか

り、共
とも

に学
まな

ぶ在日外国人
ざいにちがいこくじん

の子
こ

どもの立場
たちば

を理解
りかい

することができる

集 団
しゅうだん

の育成
いくせい

に努
つと

めてきた。また、学校教育指針
がっこうきょういくししん

をより具体化
ぐ た い か

するものとして指導資料
しどうしりょう

や研 修
けんしゅう

資料
しりょう

を作成
さくせい

し、在日外国人教育実践
ざいにちがいこくじんきょういくじっせん

の一層
いっそう

の深化
しんか

・充 実
じゅうじつ

を図
はか

ってきた。 

とりわけ、在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の子
こ

どもの教 育
きょういく

については、教育課程外
きょういくかていがい

の活動
かつどう

において、1948（昭和
しょうわ

23）
年
ねん

「府
ふ

知事
ち じ

覚 書
おぼえがき

」に基
もと

づく民族学級
みんぞくがっきゅう

や 1970年代
ねんだい

の同和教育
どうわきょういく

の高
たか

まりの中
なか

での自主的
じしゅてき

な民族
みんぞく

学 級
がっきゅう

の

開設
かいせつ

以降
いこう

、民族講師
みんぞくこうし

たちの自主的
じしゅてき

な活動
かつどう

や献身的
けんしんてき

協 力
きょうりょく

のもと、民族
みんぞく

学 級
がっきゅう

・民族
みんぞく

クラブをはじめ在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の子
こ

どもの民族的自覚
みんぞくてきじかく

を高
たか

める取
と

り組
く

みが広
ひろ

がってきた。さらに、1992（平成
へいせい

４）年
ねん

「大阪市立学校
おおさかしりつがっこう

民族
みんぞく

クラブ技術
ぎじゅつ

指導者
しどうしゃ

招 聘
しょうへい

事業
じぎょう

」の実施
じっし

により民族
みんぞく

学 級
がっきゅう

・民族
みんぞく

クラブ設置校
せっちこう

が 80校
こう

を超
こ

えるなど、その教育実践
きょういくじっせん

は一層
いっそう

の発展
はってん

と充 実
じゅうじつ

を見
み

せてきた。 

しかしながら、在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

の実践
じっせん

を進
すす

める中
なか

で「地域間
ちいきかん

格差
かくさ

や学校間
がっこうかん

格差
かくさ

」「教 育
きょういく

課程
かてい

への位置付
い ち づ

けの不充分
ふじゅうぶん

さ」という課題
かだい

が残
のこ

されている。さらに、帰化
き か

による日本
にほん

国籍
こくせき

取得
しゅとく

の子
こ

どもや国際
こくさい

結婚
けっこん

による

二重
にじゅう

国籍
こくせき

や日本
にほん

国籍
こくせき

の子
こ

どもの教 育
きょういく

のあり方
かた

も今日的課題
こんにちてきかだい

となっている。 
また、帰国

きこ く

・来日等
らいにちとう

の子
こ

どもが日本
にほ ん

の社会
しゃかい

で自立
じり つ

して生
い

きていくのに必要不可欠
ひつようふかけつ

な日本語
に ほ ん ご

の習得
しゅうとく

を支援
しえ ん

す

るために、これまで「帰国
きこ く

した子
こ

どもの教育
きょういく

センター校
こう

」や「日本語
に ほ ん ご

指導
しど う

協 力者
きょうりょくしゃ

派遣
はけ ん

事業
じぎょう

」などの実施
じっし

に

より一定
いってい

の成果
せいか

をあげてきたが、ことばの壁
かべ

や文化
ぶんか

・習 慣
しゅうかん

のちがいに起因
きいん

する学力面
がくりょくめん

や心情面
しんじょうめん

での課題
かだい

も数多
かずおお

く残
のこ

されている。 

これらの課題
かだい

を克
こく

服
ふく

するためには、学校教育
がっこうきょういく

における在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

の明確
めいかく

な位置付
い ち づ

けが必要
ひつよう

であ

り、特
とく

に在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の子
こ

どもの教 育
きょういく

においては、民族
みんぞく

学 級
がっきゅう

・民族
みんぞく

クラブと指導
しどう

にあたる民族講師
みんぞくこうし

の役割
やくわり

と意義
い ぎ

をより明確
めいかく

にし、指導体制
しどうたいせい

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

ることが 重 要
じゅうよう

である。また、各校園
かくこうえん

が

在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

を進
すす

めるにあたって、実践
じっせん

研 究
けんきゅう

や教 材
きょうざい

・資料
しりょう

の 収 集
しゅうしゅう

および作成
さくせい

に取
と

り組
く

んできた

大阪市教育
おおさかしきょういく

センターなどの関係
かんけい

機関
きかん

をはじめ、大阪市外国人教育研究協議会
おおさかしがいこくじんきょういくけんきゅうきょうぎかい

、各校種
かくこうしゅ

教育研究会
きょういくけんきゅうかい

な

どの研究機関
けんきゅうきかん

との連携
れんけい

を深
ふか

めることが実践
じっせん

の充 実
じゅうじつ

・発展
はってん

にとって重 要
じゅうよう

である。 
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それが、アジアをはじめ、様々
さまざま

な国々
くにぐに

への視野
し や

を広
ひろ

げ、多様
たよう

な文化
ぶんか

を理解
りかい

し尊 重
そんちょう

する態度
たいど

や異
こと

なる文化
ぶんか

を持
も

った人々
ひとびと

と共
とも

に生
い

きていく資質
ししつ

や能 力
のうりょく

の育成
いくせい

をめざす国際
こくさい

理解
りかい

教 育
きょういく

を充 実
じゅうじつ

・発展
はってん

させる 礎
いしずえ

とな

る。  

 
《基本
きほん

姿勢
しせい

》  

１．在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

は、人類普遍
じんるいふへん

の原理
げんり

である人権尊重
じんけんそんちょう

の精神
せいしん

に基づき
もと

、民族的
みんぞくてき

・文化的背景
ぶんかてきはいけい

の異
こと

な

るすべての人々
ひとびと

に対
たい

する民族的偏見
みんぞくてきへんけん

や差別
さべつ

をなくす教 育
きょういく

である。 

したがって、差別
さべつ

に対
たい

する科学的
かがくてき

認識
にんしき

を深め
ふか

、国籍
こくせき

、人種
じんしゅ

、民族等
みんぞくとう

の如何
いかん

を問
と

わず人権尊重
じんけんそんちょう

の教 育
きょういく

が徹底するように努める。  

２．在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

は、それぞれの国
くに

や民族
みんぞく

の文化
ぶんか

・歴史
れきし

などを正しく
ただ

認識
にんしき

し、相互
そうご

の立場
たちば

を理解
りかい

し、共
とも

に生
い

きようとする態度
たいど

をはぐくむ教 育
きょういく

である。  

したがって、国
くに

や民族
みんぞく

による文化
ぶんか

や風 習
ふうしゅう

のちがいを認め
みと

合い
 あ

、相互理解
そうごりかい

を進める
すす

とともに、国際性豊
こくさいせいゆた

かな人間
にんげん

の育成
いくせい

が図れる
はか

ように努める
つと

。  

３．在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

は、自
みずか

らの国
くに

や民族
みんぞく

・文化
ぶんか

に対
たい

する自覚
じかく

と誇
ほこ

りをはぐくむ教 育
きょういく

である。  

したがって、すべての幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

に対して
たい

、自国
じこく

への学 習
がくしゅう

をとおして正しい
ただ

認識
にんしき

を 培
つちか

い、民族的
みんぞくてき

アイデンティティを確立
かくりつ

する教 育
きょういく

を進める
すす

とともに、「本 名
ほんみょう

を呼び
 よ

・名
な

のる」指導
しどう

の徹底
てってい

が図れる
はか

よ

うに努める
つと

。  

４．在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

は、将 来
しょうらい

に展望
てんぼう

をもてる学 力
がくりょく

を保障
ほしょう

し、主体的
しゅたいてき

に進路
しんろ

を選択
せんたく

できる力
ちから

をはぐく

む教 育
きょういく

である。  

したがって、幼稚園
ようちえん

・小学校
しょうがっこう

・中学校
ちゅうがっこう

・高等
こうとう

学校
がっこう

・養護教育諸学校
ようごきょういくしょがっこう

の教 育
きょういく

の一貫性
いっかんせい

を重視
じゅうし

する

とともに、進学
しんがく

・就 職 上
しゅうしょくじょう

の差別
さべつ

の克服
こくふく

を図り
はか

、将 来
しょうらい

の進路
しんろ

を 自
みずか

ら選択
せんたく

できるよう適切
てきせつ

な進路
しんろ

指導
しどう

を進める
すす

。また在日外国人
ざいにちがいこくじん

の子
こ

どもが民族的立場
みんぞくてきたちば

によって不利益
ふ り え き

を受ける
 う

ことなく、進学
しんがく

や 就 職
しゅうしょく

の

機会
きかい

がだれにも平 等
びょうどう

に保障
ほしょう

されるよう強
つよ

く関係機関
かんけいきかん

にはたらきかける。  

５．在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

の取
と

り組
く

みは全市的
ぜんしてき

課題
かだい

であり、すべての校
こう

園
えん

で計画的
けいかくてき

・系統的
けいとうてき

に推進
すいしん

する。  

 
《方針
ほうしん

》  

１．すべての幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

がちがいをちがいとして認め
み と

、人権
じんけん

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら共
とも

に生
い

きようとす

る態度
たいど

をはぐくむ。 

① すべての人々
ひとびと

が生
う

まれながらにして有
ゆう

している人間
にんげん

としての尊厳
そんげん

と、一人一人
ひとりひとり

が自分
じぶん

らしく生
い

きて

いく権利
けんり

を尊 重
そんちょう

する人権
じんけん

教 育
きょういく

をすべての校
こう

園
えん

で計画的
けいかくてき

・系統的
けいとうてき

に推進
すいしん

する。 
② 在日

ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

の実践
じっせん

、国際
こくさい

理解
りかい

教 育
きょういく

の実践
じっせん

の一層
いっそう

の進化
しんか

と全市校園
ぜんしこうえん

への拡大
かくだい

を図
はか

る。とりわ

け、「本 名
ほんみょう

を呼
よ

び・名
な

のる」ことができる校
こう

園
えん

の環 境
かんきょう

づくりをはじめ、「地域間
ちいきかん

格差
かくさ

や学校間
がっこうかん

格差
かくさ

」

の解 消
かいしょう

に向
む

けた実践
じっせん

研 究
けんきゅう

に努
つと

める。 
③ 一人一人

ひとりひとり

にちがいがあることを肯定的
こうていてき

にとらえ、ちがいを認
みと

め合
あ

い、共
とも

に生
い

きようとする集 団
しゅうだん

の

育成
いくせい

を図
はか

るとともに、多様
たよう

な民族的
みんぞくてき

・文化的
ぶんかてき

背景
はいけい

をもつ子
こ

どもたちが共
とも

に生活
せいかつ

する場
ば

としての校
こう

園
えん

の環 境
かんきょう

づくりに努
つと

める。 
④ 世界

せかい

には、多様
たよう

な民族的
みんぞくてき

・文化的
ぶんかてき

背景
はいけい

をもつ人々
ひとびと

が相互
そうご

に依
い

存
ぞん

しながら共
とも

に生
い

きていることについ

ての理解
りかい

を深
ふか

めるとともに、国際社会
こくさいしゃかい

のさまざまな事象
じしょう

に対
たい

して広
ひろ

い視野
し や

をもって柔 軟
じゅうなん

に物事
ものごと

を

考
かんが

え、自己
じ こ

の生活
せいかつ

との関係
かんけい

や立場
たちば

をふまえて行動
こうどう

しようとする意欲
いよく

や態度
たいど

をはぐくむ教 育
きょういく

を推進
すいしん

する。 
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⑤ これらの教育活動
きょういくかつどう

を推進
すいしん

するため、多様
た よ う

な民族的
みんぞくてき

・文化的背景
ぶんかてきはいけい

をもつ人材
じんざい

の積極的
せっきょくてき

な

参加
さ ん か

を求める
もと

。   
２．日本人

にほんじん

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

に差別
さべつ

を見抜く
 み ぬ

力
ちから

を養
やしな

い、民族的偏見
みんぞくてきへんけん

や差別
さべつ

をなくしていこうとする意欲
いよく

と態度
たいど

をはぐくむ。 

①多文化共生
たぶんかきょうせい

を軸
じく

とする国際理解教育
こくさいりかいきょういく

の充 実
じゅうじつ

を図り
はか

、国際社会
こくさいしゃかい

に生
い

きる基礎的
き そ て き

な資質
ししつ

を 培
つちか

う。とり

わけ、在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

をはじめ、多様
たよう

な民族的背景
みんぞくてきはいけい

をもつ子
こ

どもが自
みずか

らの民族
みんぞく

を明らか
あき

にできる

よう、日本人
にほんじん

の子
こ

どもが史実
しじつ

に基
もと

づく確
たし

かな歴史認識
れきしにんしき

をもつとともに、共
とも

に生
い

きようとする態度
たいど

の育成
いくせい

を図る
はか

。 

②日本人
にほんじん

の子ども
 こ

が、韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の友だち
とも

を韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

として正しく
ただ

認識
にんしき

し、在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の子
こ

どもが本 名
ほんみょう

を名
な

のることは、アイデンティティの確立
かくりつ

にかかわることであり、その意義
い ぎ

を理解
りかい

す

るとともに、本 名
ほんみょう

を呼
よ

ぼうとする態度
たいど

を育成
いくせい

する。 

③民族的差別事象
みんぞくてきさべつじしょう

に対して
たい

は、事実
じじつ

関係
かんけい

を明確
めいかく

にし、その背景
はいけい

にある民族的偏見
みんぞくてきへんけん

や差別
さべつ

意識
いしき

を見据え
 み す

、

校園全体
こうえんぜんたい

での取
と

り組
く

みを行
おこな

い、差別
さべつ

を許
ゆる

さない集 団
しゅうだん

の育成
いくせい

に努める
つと

。  

３．在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

の民族的
みんぞくてき

アイデンティティの確立
かくりつ

と進路指導
しんろしどう

の充 実
じゅうじつ

を図る
はか

。  

（１）在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

の教 育
きょういく

の推進
すいしん

  

① 民族
みんぞく

学 級
がっきゅう

・民族
みんぞく

クラブの指導計画
しどうけいかく

や指導内容
しどうないよう

の研 究
けんきゅう

を進め
すす

、その充 実
じゅうじつ

を図る
はか

。  

② 「大阪市立学校民族
おおさかしりつがっこうみんぞく

クラブ技術
ぎじゅつ

指導者
しどうしゃ

招 聘
しょうへい

事業
じぎょう

」の成果
せいか

と課題
かだい

を明確
めいかく

にしながら、その充 実
じゅうじつ

を図る
はか

とともに、民族
みんぞく

クラブが設置
せっち

されていない学校
がっこう

の子
こ

どもたちに対して
たい

も、そのような機会
きかい

を提 供
ていきょう

でき

るように努める
つと

。  

③在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

児童
じどう

・生徒
せいと

の多数在籍校
たすうざいせきこう

に設置
せっち

されている外国人教育教員加配
がいこくじんきょういくきょういんかはい

の本来
ほんらい

の意義
い ぎ

をふ

まえ、その効果的
こうかてき

な活用
かつよう

を図る
はか

とともに、少数在籍校
しょうすうざいせきこう

における教育実践
きょういくじっせん

のあり方
かた

についても研 究
けんきゅう

を深める
ふか

。  

④「帰化
き か

」による日本
にほん

国籍
こくせき

取得者
しゅとくしゃ

、国際結婚
こくさいけっこん

などによる二重国籍
にじゅうこくせき

や日本国籍
にほんこくせき

の子
こ

どもの増大
ぞうだい

している

現 状
げんじょう

をふまえた実践
じっせん

研 究
けんきゅう

に努める
つと

。  

⑤ 在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

の本 名
ほんみょう

を大切
たいせつ

にすることの意義
い ぎ

を必要性
ひつようせい

に対する
たい

理解
りかい

を求め
もと

、

本 名
ほんみょう

を呼び
 よ

・名
な

のる集 団
しゅうだん

づくりに努
つと

める。また、公簿類
こうぼるい

の本名記載
ほんみょうきさい

を徹底
てってい

するとともに、卒 業
そつぎょう

証 書
しょうしょ

（保育
ほいく

修 了 証
しゅうりょうしょう

）においても本 名
ほんみょう

を記載
きさい

し、生年月日
せいねんがっぴ

は西暦
せいれき

で記入
きにゅう

することを原則
げんそく

とする。  

⑥ 在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

が将 来
しょうらい

に展望
てんぼう

をもてる学 力
がくりょく

をはぐくみ、 自
みずか

らの進路
しんろ

を

主体的
しゅたいてき

に選択
せんたく

できるように、きめ細
こま

かな進路指導
しんろしどう

を 行
おこな

うとともに、民族的立場
みんぞくてきたちば

によって不利益
ふ り え き

を

受ける
 う

ことなく、進学
しんがく

や 就 職
しゅうしょく

の機会
きかい

がだれにも平 等
びょうどう

に保障
ほしょう

されるよう関係機関
かんけいきかん

に働
はたら

きかける。  

⑦ 在日
ざいにち

韓国
かんこく

･朝鮮人
ちょうせんじん

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

が、より多
おお

くの民族
みんぞく

の仲間
なかま

や先輩
せんぱい

たちと交 流
こうりゅう

し、民族
みんぞく

の文化
ぶんか

や歴史
れきし

との豊
ゆた

かな出
で

会
あ

いができるよう、研究機関
けんきゅうきかん

などが実施
じっし

する全市的
ぜんしてき

・地域的行事
ちいきてきぎょうじ

や校種別交流会
こうしゅべつこうりゅうかい

の充 実
じゅうじつ

を図る
はか

とともに、民族諸学校
みんぞくしょがっこう

との交 流
こうりゅう

などに積極的
せっきょくてき

に参加
さんか

できるように努める
つと

。  

⑧ 民族
みんぞく

学 級
がっきゅう

・民族
みんぞく

クラブ保護者会
ほごしゃかい

との連携
れんけい

を密
みつ

にし、積極的
せっきょくてき

な 協 力
きょうりょく

を得
え

られる関係
かんけい

づくりに

努める
つと

。  

（２）帰国
きこく

・来日
らいにち

等
とう

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

の教 育
きょういく

の推進
すいしん

  

① 自
みずか

らの民族性
みんぞくせい

を肯定的
こうていてき

に受
う

け止
と

め、異
こと

なる文化的背景
ぶんかてきはいけい

をもつことを積極的
せっきょくてき

に表 現
ひょうげん

し、そのこと

に誇
ほこ

りをもてるような環 境
かんきょう

づくりに努める
つと

。  

そのため、学校
がっこう

の教育活動
きょういくかつどう

の工夫
くふう

や地域
ちいき

との連携
れんけい

により、民族性
みんぞくせい

の保持
ほ じ

・伸 長
しんちょう

できる機会
きかい

の提 供
ていきょう

とともに、多文化理解
たぶんかり かい

のための教 材
きょうざい

の整備
せいび

に努める
つと

。  
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② 帰国
きこく

・来日
らいにち

まもない児童
じどう

・生徒
せいと

にとって、日本語
に ほ ん ご

の習 得
しゅうとく

とともに、自立
じりつ

した学校生活
がっこうせいかつ

を送
おく

ることが

できる能 力
のうりょく

を身
み

に付ける
 つ

ことは、学 力 向 上
がくりょくこうじょう

や自己実現
じこひょうげん

を図
はか

るうえで重 要
じゅうよう

な課題
かだい

である。  

そのため、「日本語指導協力者派遣事業
にほんごしどうきょうりょくしゃはけんじぎょう

」や「登録通
とうろくつう

訳者
やくしゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

」の充 実
じゅうじつ

に努める
つと

とともに、今後
こんご

も「帰国
きこく

した子
こ

どもの教 育
きょういく

センター校
こう

」のあり方
かた

や果
は

たすべき役割
やくわり

について研 究
けんきゅう

・検討
けんとう

を進める
すす

。

また、日本語指導
にほんごし どう

の内容
ないよう

や方法
ほうほう

の研究及
けんきゅうおよ

び教科学習
きょうかがくしゅう

に対応
たいおう

した日本語対訳補助教材
にほんごたいやくほじょきょうざい

の開発
かいはつ

に

努める
つと

。  

③ 帰国
きこく

・来日
らいにち

等
とう

の児童
じどう

・生徒
せいと

の進路
しんろ

について、自
みずか

らの多様
たよう

な選択
せんたく

ができるよう情 報 提 供
じょうほうていきょう

に努める
つと

と

ともに、関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

を密
みつ

にし、自
みずか

らの進路
しんろ

に希望
きぼう

がもてるようきめ細
こま

かな進路
しんろ

指導
しどう

に努める
つと

。  

④ 帰国
きこく

・来日
らいにち

等
とう

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

の出会い
 で あ

、交 流
こうりゅう

する場
ば

として、研究機関
けんきゅうきかん

などが実施
じっし

する全市的
ぜんしてき

・

地域的行事
ちいきてきぎょうじ

の充 実
じゅうじつ

を図る
はか

とともに、民族諸学校
みんぞくしょがっこう

や国際学校
こくさいがっこう

などとの交 流
こうりゅう

にも積極的
せっきょくてき

に参加
さんか

できる

ように努める
つと

。  

４．指導体制
しどうたいせい

の確立
かくりつ

と教 職 員 研 修
きょうしょくいんけんしゅう

の充 実
じゅうじつ

に努める
つと

。  

① 教 職 員
きょうしょくいん

は世界
せかい

の多様
たよう

な歴史
れきし

、文化
ぶんか

などを正
ただ

しく理解
りかい

するとともに、人権尊重
じんけんそんちょう

の精神
せいしん

を基盤
きばん

に差別
さべつ

を許
ゆる

さない姿勢
しせい

を堅持
けんじ

する。  

② 各校園
かくこうえん

での在日外国人教育推進体制
ざいにちがいこくじんきょういくすいしんたいせい

の確立
かくりつ

を図り
はか

、年間指導計画
ねんかんしどうけいかく

や教職員研修計画
きょうしょくいんけんしゅうけいかく

の立案
りつあん

、

実施
じっし

、評価
ひょうか

を確実
かくじつ

に行
おこな

い、指導内容
しどうないよう

の充 実
じゅうじつ

と指導力
しどうりょく

の向 上
こうじょう

に努める
つと

。  

③ 大阪市教育
おおさかしきょういく

センターにおける在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

や国際理解教育
こくさいりかいきょういく

の研 修
けんしゅう

を充 実
じゅうじつ

するとともに、

大阪市外国人教育研究協議会
おおさかしがいこくじんきょういくけんきゅうきょうぎかい

や各校種教育研究会等
かくこうしゅきょういくけんきゅうかいとう

との連携
れんけい

を図
はか

り多様
たよう

な 研 修
けんしゅう

の実施
じっし

に

努める
つと

。  

④ 在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

、国際
こくさい

理解
りかい

教 育
きょういく

の推進
すいしん

を支援
しえん

するために必要
ひつよう

な基礎
き そ

資料
しりょう

や教 材
きょうざい

、指導
しどう

資料
しりょう

など

の収 集
しゅうしゅう

・作成
さくせい

、情 報
じょうほう

の発信
はっしん

に努
つと

めるとともに、研 究
けんきゅう

機関
きかん

などの一層
いっそう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

る。 
５．家庭

かて い

・地域社会
ちいきしゃかい

への啓発
けいはつ

と連携
れんけい

の充実
じゅうじつ

に努める
つと

。  

① 各校
かくこう

園
えん

では、平素
へいそ

からあらゆる機会
きかい

を通
とお

して在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

が重 要
じゅうよう

な教育課題
きょういくかだい

であることや

教育活動
きょういくかつどう

に関
かん

する情 報
じょうほう

を十 分
じゅうぶん

提 供
ていきょう

し、在日外国人教育
ざいにちがいこくじんきょういく

の推進
すいしん

について家庭
かてい

・地域
ちいき

の理解
りかい

と

協 力
きょうりょく

を得る
 え

よう努める
つと

。  

② ＰＴＡをはじめ社会教育関係団体
しゃかいきょういくかんけいだんたい

や外国人保護者会
がいこくじんほごしゃかい

などの関係団体
かんけいだんたい

との連携
れんけい

を深め
ふか

、民族的
みんぞくてき

な

偏見
へんけん

や差別
さべつ

をなくし、学校
がっこう

や地域
ちいき

が真
しん

に多文化共生社会
たぶんかきょうせいしゃかい

となりうるよう積極的
せっきょくてき

な実践
じっせん

に努める
つと

。  

 
《おわりに》  

在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

教 育
きょういく

は、多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

の社会
しゃかい

をめざす教 育
きょういく

の 営
いとな

みであり、日本人
にほんじん

と外国人
がいこくじん

の双方
そうほう

の豊
ゆた

か

さをはぐくみ、互
たが

いの心
こころ

が響
ひび

き合
あ

う人間
にんげん

関係
かんけい

や社会
しゃかい

を創
つく

り出
だ

していくことをめざさなければならない。 
また、多文化

た ぶ ん か

共 生
きょうせい

の社会
しゃかい

をめざす教 育
きょういく

は、日本人
にほんじん

と外国人
がいこくじん

の間
あいだ

だけに限
かぎ

らず、民族的
みんぞくてき

・文化的
ぶんかてき

背景
はいけい

の異
こと

なるすべての人々
ひとびと

が相互
そうご

にちがいを認
みと

め合
あ

い、尊 重
そんちょう

し合
あ

い、共
とも

に生
い

きていく地域
ちいき

社会
しゃかい

を作
つく

り上
あ

げて

いく力
ちから

となるよう展開
てんかい

しなければならない。 
大阪市
おおさかし

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

は、この基本
きほん

方針
ほうしん

に基づき
もと

、国際人権都市大阪
こくさいじんけんとしおおさか

として｢共 生
きょうせい

社会
しゃかい

｣の実現
じつげん

に向け
 む

、そ

の果
は

たすべき役割
やくわり

を明
あき

らかにして真摯
しんし

に課題解決
かだいかいけつ

に向
む

け取
と

り組
く

むものである。  

 
平成
へいせい

１３（２００１）年
ねん

６月
  がつ
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２ 県内
けんない

外国人
がいこくじん

登録者数
とうろくしゃすう

及
およ

び推移
すいい

 

○県内
けんない

外国人
がいこくじん

登録者数
とうろくしゃすう

（２００７（平成
へいせい

１９）年
ねん

１２月
がつ

３１日
にち

現在
げんざい

）    国籍
こくせき

数
すう

166 ｶ国
こく

 

全国籍 その他
合　計 中国 韓国・朝鮮 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ﾍﾟﾙ- 米国 ﾍﾞﾄﾅﾑ ﾀｲ ｲﾝﾄﾞ 英国 ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ﾗｵｽ 153カ国

県合計 167,601 47,697 34,742 18,802 13,756 8,783 5,541 5,202 4,421 3,028 1,943 1,529 1,635 1,417 19,105

横浜市 74,349 27,889 16,171 7,183 3,695 1,708 2,703 1,613 1,461 1,250 1,037 377 691 109 8,462

 鶴見区 9,148 2,396 1,944 1,031 1,571 528 131 87 121 211 41 4 89 0 994

 神奈川区 4,526 1,882 1,168 400 93 41 133 34 65 80 52 13 66 2 497

 西区 2,722 1,311 682 213 22 40 58 8 50 31 36 0 27 0 244

 中区 15,139 7,218 2,920 970 171 45 930 33 259 328 470 25 54 1 1,715

 南区 7,049 2,810 2,033 1,038 27 66 113 49 246 34 46 9 54 3 521

 港南区 2,123 708 572 302 77 23 68 43 62 15 30 0 24 1 198

 保土ヶ谷区 3,862 1,904 783 358 32 3 98 41 65 112 32 16 62 12 344

 旭区 2,205 790 498 286 22 32 75 76 63 4 20 82 24 10 223

 磯子区 3,465 1,409 726 299 383 163 98 11 54 42 26 2 25 1 226

 金沢区 2,674 699 481 207 269 434 108 86 50 22 25 2 36 0 255

 港北区 5,156 1,422 1,226 505 164 52 274 73 121 100 95 0 53 2 1,069

 緑区 2,390 895 423 346 203 51 57 24 46 32 18 3 34 10 248

 青葉区 3,515 1,037 989 217 50 38 237 13 66 53 64 2 47 1 701

 都筑区 2,553 487 537 272 260 27 97 45 43 66 33 1 17 2 666

 戸塚区 3,160 1,267 538 323 265 83 110 107 55 94 20 10 38 8 242

 栄区 1,003 301 256 115 31 9 60 82 27 8 16 1 4 1 92

 泉区 2,343 898 196 144 37 36 34 645 31 10 5 130 15 40 122

 瀬谷区 1,316 455 199 157 18 37 22 156 37 8 8 77 22 15 105

川崎市 30,592 8,885 9,376 3,871 1,375 608 782 512 578 990 331 34 325 12 2,913

横須賀市 4,942 695 1,061 1,197 436 405 443 106 103 13 31 10 52 1 389

平塚市 4,906 633 499 695 1,245 248 67 163 126 20 10 244 57 211 688

鎌倉市 1,210 196 381 82 20 11 172 9 27 8 65 0 13 2 224

藤沢市 6,292 983 911 452 974 861 208 364 252 51 110 47 88 28 963

小田原市 1,796 460 386 333 267 45 46 27 35 4 27 1 20 3 142

茅ヶ崎市 1,545 315 372 246 126 42 86 19 39 13 49 10 29 0 199

逗子市 402 49 121 47 4 3 71 0 10 2 20 1 1 0 73

相模原市 10,719 3,097 2,018 1,703 537 314 302 219 372 187 89 286 119 137 1,339

三浦市 229 45 50 50 2 0 22 1 3 0 2 0 31 0 23

秦野市 3,576 598 237 142 920 443 46 309 66 12 19 85 25 158 516

厚木市 5,777 906 584 527 661 1,032 72 570 171 170 22 92 23 234 713

大和市 6,551 1,048 1,095 829 409 1,263 131 482 223 81 21 160 26 140 643

伊勢原市 1,532 355 140 192 235 91 33 195 44 30 10 14 3 8 182

海老名市 2,052 345 304 178 211 194 56 114 156 84 34 13 6 46 311

座間市 2,640 436 390 422 243 162 124 85 137 33 25 9 20 31 523

南足柄市 351 79 56 30 121 7 4 3 7 0 3 1 0 0 40

綾瀬市 3,178 230 198 175 1,008 225 49 283 392 39 3 71 23 265 217

葉山町 245 21 40 22 1 2 59 0 7 9 22 0 5 1 56

寒川町 687 50 63 80 148 69 10 77 36 6 1 0 28 1 118

大磯町 133 23 30 27 2 1 14 0 10 0 2 0 1 4 19

二宮町 175 22 23 25 36 8 14 0 3 8 2 4 1 1 28

中井町 112 7 10 8 40 38 0 0 0 0 0 0 0 0 9

大井町 72 28 13 10 15 1 1 1 2 0 0 0 1 0 0

松田町 61 16 10 10 8 0 1 0 2 0 0 0 1 1 12

山北町 45 13 6 13 1 0 1 5 5 0 1 0 0 0 0

開成町 135 25 16 32 40 11 2 0 2 0 1 0 1 0 5

箱根町 138 21 22 20 39 4 8 0 1 6 3 0 6 1 7

真鶴町 63 33 12 9 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 6

湯河原町 317 36 103 70 9 64 6 0 4 0 2 0 1 0 22

愛川町 2,759 156 43 118 915 923 7 45 146 12 1 70 37 23 263

清川村 20 2 1 4 11 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
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●外国人登録者数の推移（単位：人）

1985年 1990年 1995年 2000年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

県合計 47,279 77,351 104,882 123,179 149,012 152,273 157,947 160,600 167,601
( 100.0 ) ( 163.6 ) ( 221.8 ) ( 260.5 ) ( 315.2 ) ( 322.1 ) ( 334.1 ) ( 339.7 ) ( 354.5 )

増減数(*1) 5,615 30,072 27,531 18,297 7,698 3,261 5,674 2,653 7,001

増減率(%)(*2) 13.5 63.6 35.6 17.4 5.4 2.2 3.7 1.7 4.4

(　　)内は1985年を100とした場合の指数
(*1)(*2) 1985年～2000年は５年ごとの増減数および率、2003年以降は前年と比較した増減数および率

●外国人登録者の国籍数の推移

1985年 1990年 1995年 2000年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

増減数(*3) 3 19 34 1 4 3 4 -1 1

(*3)1985年～2000年は５年ごとの増減数、2003年以降は前年と比較した増減数

●外国人登録者数の上位５ヵ国の推移

1985年 1990年 1995年 2000年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

1 韓国･朝鮮 韓国･朝鮮 韓国･朝鮮 韓国･朝鮮 中　　 国 中　　 国 中　　国 中　　国 中　　国

登録者数(人） 30,337 33,443 32,960 33,453 37,075 38,198 40,711 43,355 47,697

位 構成比(%) 64.2 43.2 31.4 27.2 24.9 25.1 25.8 27.0 28.5

2 中　　 国 中　　 国 中　　 国 中　　 国 韓国・朝鮮 韓国･朝鮮 韓国･朝鮮 韓国･朝鮮 韓国･朝鮮

登録者数(人） 7,230 13,806 20,175 27,389 34,316 34,092 34,205 34,317 34,742
位 構成比(%) 15.3 17.8 19.2 22.2 23.0 22.4 21.7 21.4 20.7

3 米　 　国 ブラジル ブラジル ブラジル ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

登録者数(人） 2,943 8,143 14,471 12,565 16,490 17,657 17,643 18,247 18,802
位 構成比(%) 6.2 10.5 13.8 10.2 11.1 11.6 11.2 11.4 11.2

4 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ブラジル ブラジル ブラジル ブラジル ブラジル

登録者数(人） 968 4,040 7,648 12,040 14,203 14,217 14,630 13,743 13,756
位 構成比(%) 2.0 5.2 7.3 9.8 9.5 9.3 9.3 8.6 8.2

5 英　 　国 米 　　国 ペルー ペルー ペルー ペルー ペルー ペルー ペルー

登録者数(人） 710 4,035 6,110 6,920 8,218 8,419 8,842 8,661 8,783
位 構成比(%) 1.5 5.2 5.8 5.6 5.5 5.5 5.6 5.4 5.2

県合計 162 166 165159 166100 119 153 154
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 ３ ＮＧＯかながわ国際協力会議
こくさいきょうりょくかいぎ

設置
せ っ ち

要綱
ようこう

 

 

  （設置
せ っ ち

目的
もくてき

） 

第
だい

１ 条
じょう

 ＮＧＯの県政参加
けんせいさんか

を推進
すいしん

し、県
けん

とＮＧＯとの連携
れんけい

の強化
きょうか

を図
はか

るとともに、県内
けんない

ＮＧＯ間
かん

の連携
れんけい

の強化
きょうか

を進
すす

めることを目的
もくてき

として、ＮＧＯかながわ国際協力会議
こくさいきょうりょくかいぎ

（以下
い か

「ＮＧＯ会議
か い ぎ

」という。）を設置
せ っ ち

する。 

 

  （所 掌
しょしょう

事務
じ む

） 

第
だい

２ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

は、ＮＧＯとしての立場
た ち ば

から、次
つぎ

に掲
かか

げる事項
じ こ う

について協議
きょうぎ

を 行
おこな

い、知事
ち じ

に提言
ていげん

を 行
おこな

うものとする。 

  （１） 県
けん

の国際政策
こくさいせいさく

に関
かん

すること。 

  （２） 県
けん

とＮＧＯとの連携
れんけい

に関
かん

すること。 

  （３） 県内
けんない

ＮＧＯ間
かん

の連携
れんけい

に関
かん

すること。 

  （４） その他
た

前 条
ぜんじょう

の目的
もくてき

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

と認
みと

められる事項
じ こ う

。 

 

  （構成
こうせい

等
とう

） 

第
だい

３ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

は、次
つぎ

のいずれにも該当
がいとう

する団体
だんたい

に所属
しょぞく

する者
もの

で、所属
しょぞく

団体
だんたい

の推薦
すいせん

を受けた
う   

者
もの

の中
なか

から、知事
ち じ

が委嘱
いしょく

する委員
い い ん

１０人
    にん

以内
い な い

で構成
こうせい

する。 

（１）県
けん

の国際政策
こくさいせいさく

に関
かん

する分野
ぶ ん や

である地域
ち い き

の国
こく

際化
さ い か

、国際
こくさい

交 流
こうりゅう

、国際
こくさい

協 力
きょうりょく

又
また

は

平和
へ い わ

のいずれかの分野
ぶ ん や

で、非営利
ひ え い り

の公益
こうえき

活動
かつどう

を主
おも

な活動
かつどう

としている団体
だんたい

。 

（２）県内
けんない

に事務所
じ む じ ょ

のある団体
だんたい

、県内
けんない

で活動
かつどう

する団体
だんたい

、又
また

は会員
かいいん

の多数
た す う

が県民
けんみん

である

団体
だんたい

。 

２ 委員
い い ん

の任期
に ん き

は２年
  ねん

とし、補欠
ほ け つ

の委員
い い ん

の任期
に ん き

は、前任者
ぜんにんしゃ

の残任
ざんにん

期間
き か ん

とする。 

３ 委員
い い ん

は、１期
 き

に限り
かぎ  

再任
さいにん

されることができる。 

４ 委員
い い ん

は、公募
こ う ぼ

により選任
せんにん

することとし、その方法
ほうほう

は別
べつ

に定
さだ

める。 

 

  （委員長
いいんちょう

及び
およ  

副
ふく

委員長
いいんちょう

） 

第
だい

４ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

に委員長
いいんちょう

及び
およ  

副
ふく

委員長
いいんちょう

を置
お

き、委員
い い ん

の互選
ご せ ん

により定
さだ

める。 

２ 委員長
いいんちょう

は、ＮＧＯ会議
か い ぎ

を代 表
だいひょう

し、会務
か い む

を総理
そ う り

する。 

３ 副
ふく

委員長
いいんちょう

は、委員長
いいんちょう

を補佐
ほ さ

し、委員長
いいんちょう

に事故
じ こ

があるとき、又
また

は委員長
いいんちょう

が欠けた
か   

とき

は、その職務
しょくむ

を代理
だ い り

する。 

 

  （運営
うんえい

等
とう

） 

第
だい

５ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

は、委員長
いいんちょう

が 招 集
しょうしゅう

する。 

２ ＮＧＯ会議
か い ぎ

は、委員
い い ん

の自主的
じしゅてき

な運営
うんえい

により、 行
おこな

われるものとする。 

３ ＮＧＯ会議
か い ぎ

は、原則
げんそく

として公開
こうかい

とする。ただし、ＮＧＯ会議
か い ぎ

の決定
けってい

により、会議
か い ぎ

の

全部
ぜ ん ぶ

又
また

は一部
い ち ぶ

を非公開
ひこうかい

とすることができる。 

４ 委員長
いいんちょう

は、２年間
    ねんかん

の任期中
にんきちゅう

の協議
きょうぎ

をまとめて、知事
ち じ

に報告
ほうこく

及び
およ  

提言
ていげん

を 行
おこな

う。 
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 （委員
い い ん

の責務
せ き む

） 

第
だい

６ 条
じょう

 委員
い い ん

は、第
だい

１ 条
じょう

に定
さだ

める設置
せ っ ち

目的
もくてき

のために職務
しょくむ

を遂行
すいこう

し、自 ら
みずか  

が属
ぞく

してい

る団体
だんたい

の利益
り え き

のみを追 求
ついきゅう

するものではない。 

２ 委員
い い ん

は職務上
しょくむじょう

知り得た
し  え  

秘密
ひ み つ

を漏
も

らしてはならない。その 職
しょく

を 退
しりぞ

いた後
あと

も同様
どうよう

と

する。 

 

  （推進
すいしん

体制
たいせい

） 

第
だい

７ 条
じょう

 知事
ち じ

は、第
だい

５ 条
じょう

第
だい

４項
こう

の規定
き て い

による報告
ほうこく

及び
およ  

提言
ていげん

を受け
う  

たときは、これを

公 表
こうひょう

する。 

２ 知事
ち じ

及び
およ  

その他
た

の執行
しっこう

機関
き か ん

は、ＮＧＯ会議
か い ぎ

の運営
うんえい

に関
かん

し 協 力
きょうりょく

するよう努
つと

めるとと

もに、ＮＧＯ会議
か い ぎ

の報告
ほうこく

及び
およ  

提言
ていげん

をできる限
かぎ

り尊 重
そんちょう

する。 

３ ＮＧＯ会議
か い ぎ

は、その協議
きょうぎ

のために必要
ひつよう

と認
みと

めるときは、関係
かんけい

者
しゃ

に資料
しりょう

の提 出
ていしゅつ

を求
もと

め、

又
また

は関係
かんけい

者
しゃ

の出 席
しゅっせき

を求
もと

め、その説明
せつめい

若しくは
も   

意見
い け ん

を聴く
き

ことができる。知事
ち じ

及び
およ  

そ

の他
た

の執行
しっこう

機関
き か ん

は可能
か の う

な限り
かぎ  

、ＮＧＯ会議
か い ぎ

の要請
ようせい

に対応
たいおう

するものとする。 

４ 知事
ち じ

及び
およ  

その他
た

の執行
しっこう

機関
き か ん

は、ＮＧＯ会議
か い ぎ

の運営
うんえい

並びに
な ら   

その報告
ほうこく

及び
およ  

提言
ていげん

の施策化
し さ く か

について、市町村
しちょうそん

に 協 力
きょうりょく

を求め
もと  

、その連携
れんけい

に努
つと

めるものとする。 

 

  （庶務
し ょ む

） 

第
だい

８ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

の庶務
し ょ む

は、県民
けんみん

部国際課
ぶ こ く さ い か

において処理
し ょ り

する。 

 

  （補則
ほ そ く

） 

第
だい

９ 条
じょう

 この要綱
ようこう

に定
さだ

めるもののほか、ＮＧＯ会議
か い ぎ

の運営
うんえい

について必要
ひつよう

な事項
じ こ う

は別
べつ

に

定
さだ

める。 

 

     附
ふ

 則
そく

 

 この要綱
ようこう

は、平成
へいせい

10年
ねん

４月
し が つ

１日
ついたち

から施行
し こ う

する。 

 

      附
ふ

 則
そく

 

  この要綱
ようこう

は、平成
へいせい

11年
ねん

６月
  がつ

１日
ついたち

から施行
し こ う

する。 
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４ ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
か い ぎ

運営
うんえい

要領
ようりょう

 

 
  （趣旨

し ゅ し

）  
第
だい

１ 条
じょう

 この要領
ようりょう

は、ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
か い ぎ

設置
せ っ ち

要綱
ようこう

第
だい

９ 条
じょう

の規定
き て い

に基
もと

づき、

ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
か い ぎ

（以下
い か

「ＮＧＯ会議
か い ぎ

」という。）の運営
うんえい

について必要
ひつよう

な

事項
じ こ う

を定
さだ

める。  
 
  （開催

かいさい

等
とう

）  
第
だい

２ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

の開催
かいさい

回数
かいすう

は、１年
ねん

に８回
かい

程度
て い ど

とする。  
２ ＮＧＯ会議

か い ぎ

の開会
かいかい

、閉会
へいかい

、休憩
きゅうけい

等
とう

は、委員長
いいんちょう

が宣言
せんげん

する。  
３ 委員

い い ん

の代理
だ い り

出席
しゅっせき

は、原則
げんそく

として認
みと

めない。ただし、ＮＧＯ会議
か い ぎ

の決定
けってい

により、や

むを得
え

ないと認
みと

められる場合
ば あ い

はこの限
かぎ

りではない。  
 
  （傍聴

ぼうちょう

）  
第
だい

３ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

の 傍聴
ぼうちょう

に関
かん

する事項
じ こ う

は「ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
か い ぎ

傍聴
ぼうちょう

要領
ようりょう

」において定
さだ

める。  
 
  （部会

ぶ か い

）  
第
だい

４ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

には、部会
ぶ か い

を置
お

くことができる。  
２ 部会

ぶ か い

は、委員長
いいんちょう

がＮＧＯ会議
か い ぎ

に諮
はか

って設置
せ っ ち

する。  
３ 部会長

ぶかいちょう

は、当該
とうがい

部会
ぶ か い

に属
ぞく

する委員
い い ん

の互選
ご せ ん

により定
さだ

め、その部会
ぶ か い

の事務
じ む

を統括
とうかつ

し、

部会
ぶ か い

の審議
し ん ぎ

経過
け い か

及
およ

び結果
け っ か

を委員長
いいんちょう

に報告
ほうこく

する。  
 
  （県内

けんない

ＮＧＯ等
とう

との連携
れんけい

）  
第
だい

５ 条
じょう

 ＮＧＯ会議
か い ぎ

の運営
うんえい

にあたっては、協議
きょうぎ

内容
ないよう

等
とう

について、積極的
せっきょくてき

に県内
けんない

ＮＧＯ

に周知
しゅうち

するとともに、必要
ひつよう

に応
おう

じて県内
けんない

ＮＧＯとの意見
い け ん

交換
こうかん

及
およ

び意見
い け ん

集約
しゅうやく

を 行
おこな

うフ

ォ－ラムやシンポジウムを開催
かいさい

して幅広
はばひろ

い意見
い け ん

の集約
しゅうやく

に努
つと

める。  
２ ＮＧＯ会議

か い ぎ

の運営
うんえい

にあたっては、別
べつ

に定
さだ

める外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

、かながわ

国際
こくさい

政策
せいさく

推進
すいしん

懇話会
こ ん わ か い

等
とう

との 協 力
きょうりょく

・連携
れんけい

を図
はか

る。  
３ ＮＧＯ会議

か い ぎ

の庶務
し ょ む

については、財団
ざいだん

法人
ほうじん

かながわ国際
こくさい

交流
こうりゅう

財団
ざいだん

と 協 力
きょうりょく

して 行
おこな

う。 
 
  （解嘱

かいしょく

の申出
もうしで

）  
第
だい

６ 条
じょう

 委員長
いいんちょう

は、委員
い い ん

が次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれかに該当
がいとう

するときは、知事
ち じ

に委員
い い ん

の解嘱
かいしょく

を申
もう

し出
で

ることができる。  
（１）  自己

じ こ

の都合
つ ご う

により辞職
じしょく

の意思
い し

を表明
ひょうめい

したとき。  
（２）  心身

しんしん

の故障
こしょう

その他
た

の事由
じ ゆ う

により職務
しょくむ

の遂行
すいこう

に堪
た

えないと認
みと

められるとき。  
（３）  委員

い い ん

の所属
しょぞく

している団体
だんたい

が、ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
か い ぎ

設置
せ っ ち

要綱
ようこう

第
だい

３ 条
じょう

第
だい

１項
こう

の要件
ようけん

に該当
がいとう

しなくなったとき又
また

は委員
い い ん

が所属
しょぞく

団体
だんたい

の構成員
こうせいいん

でなくなった

とき。  
（４）  職務上

しょくむじょう

の義務
ぎ む

違反
い は ん

があるとき。  
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  （補充

ほじゅう

の申出
もうしで

）  
第
だい

７ 条
じょう

 委員
い い ん

に欠員
けついん

が 生
しょう

じた場合
ば あ い

、委員長
いいんちょう

はＮＧＯ会議
か い ぎ

に諮
はか

って、その補充
ほじゅう

を知事
ち じ

に

申
もう

し出
で

ることができる。  
 
  （委任

い に ん

）  
第
だい

８ 条
じょう

 この要領
ようりょう

に定
さだ

めるもののほか必要
ひつよう

な事項
じ こ う

は、委員長
いいんちょう

がＮＧＯ会議
か い ぎ

に諮
はか

って定
さだ

める。  
 
 

    附
ふ

 則
そく

 
１ この要領

ようりょう

は、平成
へいせい

１０年
ねん

１１月
がつ

２１日
にち

から施行
し こ う

する。  
２ 平成

へいせい

１０年度
ね ん ど

のＮＧＯ会議
か い ぎ

の開催
かいさい

については、第
だい

２ 条
じょう

第
だい

１項
こう

中
ちゅう

「４回
かい

程度
て い ど

」とあ

るのは、「２回
かい

程度
て い ど

」とする。  
 
      附

ふ

 則
そく

 
  この要領

ようりょう

は、平成
へいせい

１２年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

する。  
 
      附

ふ

 則
そく

 
  この要領

ようりょう

は、平成
へいせい

１８年
ねん

１２月
がつ

２３日
にち

から施行
し こ う

する。  
 
      附

ふ

 則
そく

 
  この要領

ようりょう

は、平成
へいせい

１９年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

する。  
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５ ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
か い ぎ

傍聴
ぼうちょう

要領
ようりょう

 

 
（趣旨

し ゅ し

）  
第１条  この要領

ようりょう

は、ＮＧＯかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
か い ぎ

（以下
い か

「ＮＧＯ会議
か い ぎ

」という。）

の会議
か い ぎ

の傍聴
ぼうちょう

に関
かん

し必要
ひつよう

な事項
じ こ う

を定
さだ

めるものとする。  
 
（傍聴席

ぼうちょうせき

の区分
く ぶ ん

）  
第２条  傍聴席

ぼうちょうせき

は、一般席
いっぱんせき

及
およ

び報道
ほうどう

関係者席
かんけいしゃせき

に分
わ

ける。  
 
（傍聴人

ぼうちょうにん

の決定
けってい

等
とう

）  
第３条  一般

いっぱん

の定員
ていいん

は、１０人
にん

以内
い な い

とする。  
２ ＮＧＯ会議

か い ぎ

の事務局
じむ き ょ く

は、傍聴
ぼうちょう

希望者
き ぼ う し ゃ

を、会議
か い ぎ

の開催
かいさい

当日
とうじつ

に、所定
しょてい

の場所
ば し ょ

、時間
じ か ん

に集合
しゅうごう

させるものとする。  
３ 前項

ぜんこう

の規定
き て い

により集合
しゅうごう

した傍聴
ぼうちょう

希望者数
きぼうしゃす う

が、定員
ていいん

に満
み

たない場合
ば あ い

は傍聴
ぼうちょう

希望者
き ぼ う し ゃ

全員
ぜんいん

を傍聴人
ぼうちょうにん

とし、定員
ていいん

を超
こ

える場合
ば あ い

は先 着 順
せんちゃくじゅん

により傍聴人
ぼうちょうにん

を決定
けってい

する。  
 
（傍聴席

ぼうちょうせき

に 入 場
にゅうじょう

することができない者
もの

）  
第４条  次

つぎ

の者
もの

は、傍聴席
ぼうちょうせき

に 入 場
にゅうじょう

することができない。  
(1) 決定

けってい

した傍聴人
ぼうちょうにん

以外
い が い

の者
もの

 
(2) 審議

し ん ぎ

を妨害
ぼうがい

し、又
また

は他人
た に ん

に迷惑
めいわく

を及
およ

ぼすおそれがあると明
あき

らかに認
みと

められる者
もの

 
 
（傍聴人

ぼうちょうにん

の守
まも

るべき事項
じ こ う

）  
第５条  傍聴人

ぼうちょうにん

は、会議
か い ぎ

の秩序
ちつじょ

を乱
みだ

し、又
また

は審議
し ん ぎ

の妨害
ぼうがい

になるような行為
こ う い

をしてはな

らない。  
 
（写真

しゃしん

、映画
え い が

、テレビ
て れ び

等
とう

の撮影
さつえい

及
およ

び録音
ろくおん

等
とう

の禁止
き ん し

）  
第６条  傍聴人

ぼうちょうにん

は、会場
かいじょう

において、写真
しゃしん

、映画
え い が

、テレビ等
とう

の撮影
さつえい

をし、又
また

は録音
ろくおん

等
とう

を

してはならない。ただし、事前
じ ぜ ん

に委員長
いいんちょう

の許可
き ょ か

を得
え

た場合
ば あ い

は、この限
かぎ

りでない。  
 
（秩序

ちつじょ

の維持
い じ

）  
第７条  委員長

いいんちょう

は、会議
か い ぎ

の円滑
えんかつ

な運営
うんえい

を図
はか

るため、傍聴人
ぼうちょうにん

に必要
ひつよう

な指示
し じ

をし、又
また

は

事務局
じむ き ょ く

の職員
しょくいん

に指示
し じ

させることができる。  
２ 委員長

いいんちょう

は、前項
ぜんこう

の指示
し じ

をし、又
また

は事務局
じむ き ょ く

の職員
しょくいん

に指示
し じ

させたにもかかわらず、

傍聴人
ぼうちょうにん

が指示
し じ

に 従
したが

わないときは、傍聴人
ぼうちょうにん

を退場
たいじょう

させることができる。  
 
（実施

じ っ し

細目
さいもく

）  
第８条  この要綱

ようこう

に定
さだ

めのない事項
じ こ う

は、委員長
いいんちょう

がＮＧＯ会議
か い ぎ

に諮
はか

って定
さだ

める。  
 
  附

ふ

 則
そく

 
 この要領

ようりょう

は、２００６年
ねん

１２月
がつ

２３日
にち

から施行
し こ う

する。  
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Ⅴ 委員
いいん

名簿
めいぼ

 

 

分野
ぶんや

 氏名
しめい

 所属
しょぞく

団体名
だんたいめい

 団体
だんたい

所在地
しょざいち

○木下
きのした

 理仁
よしひと

 かながわ開発
かいはつ

教育
きょういく

センター（K-DEC) 横浜市
よこはまし

 

酒井
さかい

 達男
たつお

 
ボランティアグループ 

大和
やまと

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

 
大和市
や ま と し

 

地ち 

域い
き 

の 

国こ
く 

際さ
い 

化か 裵
ぺい

 安
あん

 
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

かながわ外国
がいこく

人
じん

すまいサポートセンター 
横浜市
よこはまし

 

小俣
おまた

 典之
のりゆき

 
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

FHCYアジア障害者
しょうがいしゃ

パートナーズ 
横浜市
よこはまし

 

桑
くわ

波田
は た

 ひとみ 
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

アドバイザーネットワーク神奈川
か な が わ

 
横浜市
よこはまし

 

田中
たなか

 祥一
しょういち

 
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

ふれんどしっぷASIA 
横浜市
よこはまし

 

谷
たに

保
ほ

 茂樹
しげき

 
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

  

JECKアソシエイツ 
横浜市
よこはまし

 

本間
ほんま

 勝
まさる

 草
くさ

の根
ね

ネット 麦
むぎ

の会
かい

 横浜市
よこはまし

 

丸谷
まるたに

 士都子
し づ こ

 
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

  

地球
ちきゅう

の木
き

 
横浜市
よこはまし

 

国こ
く 

際さ
い 

交こ
う 

流
り
ゅ
う 

・ 
国こ

く 

際さ
い 

協
き
ょ
う 

力
り
ょ
く 

◎山中
やまなか

 悦子
えつこ

 
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

草
くさ

の根
ね

援助
えんじょ

運動
うんどう

 
横浜市
よこはまし

 

  ◎・・・委員長
いいんちょう

、○・・・副
ふく

委員長
いいんちょう
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NGOかながわ国際
こくさい

協 力
きょうりょく

会議
かいぎ

（第
だい

５期
き

）最終
さいしゅう

報告
ほうこく

 
 

「神奈川力
かながわりょく

を高
たか

める学
まな

びの場
ば

づくりと協働
きょうどう

の新
しん

モデル」 

 
2008(平成

へいせい

20)年
ねん

10月
がつ

 
 
N GOかながわ国際

こくさい

協 力
きょうりょく

会議
かいぎ

事務局
じむきょく

：神奈川県
かながわけん

県民部
けんみんぶ

国際課
こくさいか

 
〒２３１－８５８８ 神奈川県

かながわけん

横浜市中区
よこはましなかく

日本
にほん

大通
おおどおり

１ 

電話
でんわ

  ０４５（２１０）３７４８ 

FAX  ０４５（２１２）２７５３ 

URL  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kokusai/index.htm 


